
1 .漁場環境への影響調査

太田豊三・森田 尚・里井晋ー・二宮浩司・吉岡 剛

平成 6年 (1994年)の 6月末から 9月中頃にかけて、日照りと少雨・高温の気象が続き、

琵琶湖では、 9月 15日に基準水位マイナス 12 3 c mの最大の水位低下があった。この

ことによる琵琶湖漁場への影響をはかるため、琵琶湖の水象・水質・プランクトン等に関

して、通常実施してきた月 1回の北湖定点定期観測(注)に加え、主として降水等により湖の

水位が上昇する時期において、調査の地点数と回数を増やした観測を実施するとともに、

過年の観測値との比較を行った。また、この時期はアユの産卵期にあたるため、琵琶湖に

流入する主要な河川を選び、その出増水期の水量・水質の調査を実施した。
(注)琵琶湖定点定期観測において、過去数十年にわたる観測とデータの蓄積をもとに、現在の琵琶湖の性状を明らかにすることにより、

環境の変化がおよぼす漁況に対する影響を察知するとともに、これに適応した増殖対策を確立するための基礎資料としてきた。

1.調査月日

1)琵琶湖

調査方法

観測は、原則として午前中に行った。

(1)水位 低 下 時 : 平 成 6年('94年) 4月14日、 5月18日、 6月20日、 7月14日、 8月

17日

(2)最低水位回復後:平成 6年('94年) 9月19目、 9月初日、 10月 5目、 10月19目、 10月

初日、 11月 9日、 11月17日、 12月13日、平成 7年('95年) 1月12日、 2月15日、 3月14日、

4月17日、 5月15日、 6月15日、 7月17日、 8月17日、 9月18日

2)流入主要河川

出水増水時以降:平成 6年('94年) 9月17日、 9月28日、 9月30日、 10月13日

2.調査地点(図 1) 

1)琵琶湖(北湖)

(1)水位低下時と平成 6年('94年) 10月19日以降:彦根港口と安曇川河口舟木崎を結

ぶ線上 5地点

(2)出水増水後の平成 6年('94年) 9月19日、 9月26日、 10月 5日:上記 5地点に加え

て、北湖 3または 5地点、

2)流入主要河川

安曇川(北流と南流)、姉川、天野川、芹川、犬上川

3.調査項目

1)琵琶湖

調査方法は当場が実施している琵琶湖定点定期観測と同じ 1 ) 0

(1)気象

天候、雲量、風向・風速、気温、波浪・うねり
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(2)水象

(a)水深、 (b)水色、 (c)透明度、 (d)水温

(3)水質:採水は、パー/ドン型採水器(6リッター容〉

(a)pH、(b)溶存酸素量、 (c)アンモニウム態窒素、 (d)亜硝酸態窒素、 (e)硝酸態窒素、(f)

有機態窒素、 (g)全窒素、 (h)リン酸態リン、 (i)全リン、 (j)溶性珪酸、 (k)塩素イオン、(1)

COD、(m)ク口口7ィルa

(4)プランクトン沈澱量(種類の組成)

(a)ネット:北原式中層定量用ネット、ミュラーガーゼNXX14、(b)採集方法:垂直曳き、

(c)採集層 :0--10m(Stl、St5は0--5m)、10--20m(St2、St3、St4)、20--40m (St 3、St4)、40--

7 5m (St4)、(d)定量:1日の自然、沈澱容積法、 (e)計数:プランクトン計数板

2)流入河川

調査地点は、原則として河口側から数えて 2番目の橋の下。

(a)流量:大増水時は測定不能のため、橋脚・堤防とともに水面を写真撮影。通常時は、流

幅×水深×流速を求め推定する。 (b)水温、 (c)透視度、 (d)p H、(e)浮遊物質量、 (f)アン

モニウム態窒素、 (g)亜硝酸態窒素、 (h)硝酸態窒素、 (i)有機態窒素、 (j)全窒素、 (k)リン

酸態リン、(1)全リン、 (m)溶性珪酸、 (n)塩素イオン、 (0)C 0 D、(q)B 0 D 
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調 査結果

平成 6年('94年) 4月から平成 7年('95年) 9月に亘って調査を実施した(注)。以下、

渇水年の平成 6年における調査結果を中心に報告する。

(注)観測値は項目ごとに付表として章末に掲載

1.気象と琵琶湖の水位

平成 6年の 7月、 8月の降水量は平年比でそれぞれ19%、30%と極少であり、日照時間

はその問、平年より 4割程度多かった。また、平均気温は平年より 7月で2.7
0

C、 8月で2.2 

OC高かった。この高めの気温は、 9月以降も続いた 2)。

琵琶湖水位の低下は、 6月より始まり、 7月に入ってから以降は急激に下がり始め、 9

月 15日で過去最低の-123cmを記録するに至った。 9月 16日と 9月 29日にまとまった

降雨量があり、各河川からの大量の出水増水と湖水位の急激な上昇が見られた。その後、

1 0月以降、降水量は平年より少なく、湖水位が再び徐々に低下し始め、 12月に-90cm 

を記録した。平成 7年に入ってから以降、春季に向け湖水位は上昇し、特に 3月では急激

に上昇し、 4月に入って基準水位を越えた。また、 5月中旬の大雨により +93cmを記録した。

これにより、平成 6年 9月 15日以来冬期をはさみ216cm上昇したことになる(図 2)。平

成 7年では特に 8月において、日照時聞が渇水の 6年同月と同様、平年より多く、暑かっ
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図2 調査期間中の水位変動 3) (注)繰上のO印は調査した時の水位を示す

2.琵琶湖の水象

1)透明度:平成 6年 7月~翌年 2月、平年値(注)より高く、特に 8月で9m(平年5.3m)、湖心

部で10mを観測した。水位低下とともに反比例して透明度が上昇していくことがうかがえた。

台風通過後の 10月5日で3.4mに落ち込んだが、後、 6m以上まで回復した(図 3、図 4)。

過去の渇水年と比較すると、昭和14年の夏季において今回と同様な顕著な良化が観測され

たが(図 5)、昭和59、61年では認められなかった。

平成 7年 5月の観測では、大雨と増水により湖水位が+93cmまで上昇し、湖一面に濁水が

流入拡散していたため、透明度は、 2.1m、なかでも St. 2では0.8mであった。 7年の 6、 7、

9月で平年より高い傾向が見られた(図 3)。
(注)平年値とは、昭和34年(1959年)から昭和63年(1988年)の各地点の平均値をいい、以下、湖水温とプランクトン沈澱量も同じ。
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2)水温と水温躍層:全体的に高く推移し、特に水温躍層以浅の生産層で著しく高目であっ

た。躍層の形成は、冷夏の平成 5年度と比べて著しく発達しその深さは例年より浅かった

(図 6右)。水位が回復していった10月以降、冬場にかけても比較的高水温であった。全

循環期または深水層における高水温の傾向はここ数年来継続して観測されてきたことがら

であった(図 7)。平成 7年 8月では渇水年よりさらに躍層の形成が3mほど浅く、表層水

温も 30
0C近くに上がっていた(図 6右)。湖岸水温は、平成 6年 7月以降11月末まで平年

より高めであった。平成 7年は、 8月を除き全体的に平年より低い傾向が見られた(図 8)。
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St.4の底層 水産試験場沖
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図 7 深水層における水温(昭和54年--) 図 8 湖岸水温(平年差)

台風が通過した 9月 29日の前後にあたる 9月 26日と 10月5日に観測した湖心部St.

4、St.6、St. 8における水温垂直分布を図 9に示した。台風に伴う大降雨により出水した河

川水の流入と拡散により、 3地点とも水温躍層が約 5mほど下がり、躍層以浅の水温は約

2 ocほど低下した。この時の河川水の水温は 170

[ '-' 200Cであったので、河川濁水は水温躍

層付近かそれより浅い広範な水域に流入拡散したものと推定できた。
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St. 4の底

経時的に上層

3.琵琶湖の水質

1)溶存酸素量:水深Omと20m--30m付近の酸素飽和度が6月から 10月にかけて平年(注)より幾

分低い傾向が見られた(図10) 。この要因として、水温躍層が例年になく強固でやや浅自に

形成されたため、 20m付近はちょうど躍層の下部にあたり、溶存酸素の消費される層であっ

たこと、 Omは例年より植物プランクトンの発生が少なかったことが挙げられる。

層の溶存酸素量は 11月までほぼ平年並みで、 12、1月で比較的低い傾向があり、

から深層に及んで来たものと推定される(図11)。

(注)溶存酸素量・飽和度の平年値とは、前年度からさかのぼった10年間の各地点の平均値をいう。
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2)溶存性の無機態窒素:溶存性の無機態窒素の主体である硝酸態窒素が、 7、 8月の生

産層で枯渇する。このことは例年観測されることで、珍しい現象ではないといえる(図12)。

夏場に消費されず残存する硝酸態窒素は躍層以深にあり、この渇水で生産層を15m、流入

負荷が 0とすれば、北湖で春先にあった約 3分の 2が翌年の 2月に持ち越され、循環期に

おいての窒素濃度レベルに関与する。平成 5年、 6年、 7年の循環期であった 2月におい

図11
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3)総窒素:4月から溶存性無機態窒素の減少とともに漸減し、 7、 8、 9および10月にか

けて約0.23mg/lの濃度を維持していた。 12月でO.4mg/l;を越えるピークがあったものの、翌

4月にかけ漸増した。総窒素と溶存性無機態窒素の変動がパラレルな関係にあり、有機態窒

素はほぼ0.1---0.2mg/lを上下していた。
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図13 総窒素・溶存性無機態窒素・有機態窒素の各濃度の変動

4)リン酸態リンと総リン:リン酸態リンは、観測期間中、検出限界付近の0.002mg/l以下

の濃度であった。総リンは平成 6年の10月と翌 3、 5月に0.03---0.04mg/lのピークが見ら

れ、この要因として、これらの月においての観測がいずれも湖水位が急上昇した時点、であ

ったことから、河川!から流入し拡散した濁水によるリンの負荷と推定できた。他の月はほ

ぼO.01---0. 02mg/lの範囲内であった。
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5)クロロフィル a量と有機態窒素・溶存性無機態窒素:渇水期間の表層で、クロロフィル

a量と溶存性無機態窒素が減少し、有機態窒素がO.2mg/l以上の濃度を維持しているという

特異的な変動を示した(図15)。 クロロフィル aの顕著な落ち込みが 7月の表層と、次の

8月の 10m層で見られた(図16)。この時の水温は、両月とも 250

Cを越えていたことから、

植物プランクトンの増殖発生と分布が、硝酸態窒素の枯渇とともに高水温によっても何ら

かの影響を受けたことが示唆された。平成 7年の 5月にウログレナ増殖による突出したピ

ークが見られた。
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6)溶性珪酸:5、6、7および 8月の表層で比較的低く、 9月の大雨後の観測でピークがあ

ったが、 10、11、12、翌1月と低く推移した。平成 7年 4月以降は 7月を除き、全般的に高か

っTこ。
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7) C 0 D :表層において、平成 6年 7月と 12月を除き 5月から翌 2月にかけ、過去 9年間

の平均値より高い傾向で推移し(図18)、有機態窒素の変動と正の相関があることがうか

がえた。
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4.プランクトン

沈澱量は 8月の生産層である 0-20m層で平年値のほぼ 50%と非常に少なく、表層にお

ける種類は 14種類の植物プランクトンを確認したものの、全地点で出現したのは

rastruDll種のみであった。 12月の同層の沈澱量は珪藻類等の発生により 5割程度多く(図

10-12月で確認された種類のなかで、昨年の同時期に見られた藍藻類の一種であ

るJfIcroc_vstIsが全地点で、観測された。前年の冷夏であった 8月においては、

Jtau-

、19、20)

Ap!Janot!Jece、

Cera四

tIUDl、Cr_vptoDlonas等が全地点、で観察され、合計 18種類が確認されていた。図21に当場で

実施している観測で湖心部における昭和24年から平成 5年までのプランクトン沈澱量と透

明度の関係を示したが、明確な関係は見られなかった。
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5.流入河川の水量・水質

1)調査実施時点と河川の通水状況
渇水において、本格的な降雨により最初に出水・通水した直後(平成6年9月17日)に第

1回の調査(注)を実施。この出水が落ちつき平水になった時(9月28日)に第 2回の調査を、

第 3回(注)は台風通過直後の 9月30日に、第4回は台風による大幅な増水が落ちついた 10月

13日に、それぞれ実施した。

(注)増水時の流量は測定不能のため、橋の桁、護岸等の水位を写真撮影により記録した。

写真1 平成6年9月17日安曇川(南流)梁場 写真2 平成6年9月17日姉川梁場

写真3 平成6年9月28日安曇川(南流) 写真4 平成6年9月30目安曇川(南流)

写真5平成6年9月30日姉川梁場 写真6 平成6年9月30日犬上川

一一17-



2)河川水温とアユ産卵

琵琶湖に注ぐ河川は流入する水の枯渇が続き、 9月以降に迎えるアユの遡上と産卵に大

きな支障をきたすことが懸念されていたが、 9月 16、 17両日の前線停滞と 29日の大

型台風の通過により、一時的に急激な濁水の出水・増水がもたされた後、濁りがおさまる

につれ、アユ親魚、による産卵が一斉に行われ、琵琶湖のアユ資源の再生産の第一歩が果た

されたことが確認された(注)0 この時の河川水温は、ほぼ190C--21 oCであった(図22)。

(注)詳細については、 II.アユ資源への渇水影響調査参照
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ロ安祭川南流 +安曇川北流 。姉川 ι 天野川1 x芹川 v犬上川

図22 7ユの産卵時期(左図)と河川出水の水温(右図)

3)水質調査結果

水源が県西部と東部の山地の違いにより、河川の pH、 ECの値は異なり、安曇川では

他の東部の河川群と比して低かった。

通水後に各物質が湖に流入した総量は、台風通過により出水した 9月30日が他の調査日に

比べ圧倒的に大きいことが推定された。

濃度では、同調査日における浮遊物質量・総窒素および有機態窒素・総リン・ CODと

いった濁水に関連した項目が著しく高い値であった。イオン状として測定される項目であ

る溶存性無機態窒素・リン酸態リン・塩素イオンについては、他の調査日と比較しでも際

だった差は見られなかった。平常通水時の9月28日の安曇川南流で、リン酸態リン・ BOD

・アンモニア態窒素が比較的高い濃度で検出された。溶性珪酸は、河川および調査日によ

る差はあまり見られなかった。
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図24 溶存性無機態窒素 (DIN)
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考察

今回の水位変動の経過を過去の渇水年と比較してみると、①夏期に最大iこ低下したこと、

②水温躍層が強固に形成されていた時期に台風等により大量のまとまった降雨と出水増水

があり、急激な水位上昇があったことのこ点の特徴が挙げられる。これ以外は、過去の渇

水年と同様、水温が低下する冬期に向けて水位が緩やかに連続して低下し、その最低水位

は 12月から 2月下旬にかけて記録していた。その時期は、琵琶湖では循環期にあたり、

水位の回復は、主-として雪解け水の流入により徐々にもたされた。

琵琶湖の沖合漁場環境への渇水の影響を考える場合、水温:夏季における水温躍層以浅

の水温が急激に上昇したことも含め、全般的に高い傾向が後々どのように湖全体に反映し

ていくのか、栄養塩:急激な水位上昇をもたらした大量の河川濁水等の琵琶湖への負荷の

行く末は、といった二点が重要と思われる。今回得られた観測結果から、水温については、

ここ数年来の湖の温暖化の進行にさらに拍車を加えたこと、栄養塩は、翌2月の循環期の栄

養塩レベル、特に硝酸態窒素濃度は例年と変わらなかったが、プランクトン沈澱量が表層

において8月以降12月を除く、特に翌1、2、3、4月で平年より低目に推移したこと、 10m以深

の層では量的には表層と比べて小さいものの、翌年の7月頃まで低かったことから、何らか

の影響があったのではないかと考えられる。水温・栄養塩は日照時間とともに、水産生物

の基礎生産という観点からは、植物プランクトン、動物プランクトンといった生物群の量

と質(種の構成等)に関与する重要な要因として考えられる項目である。異常渇水の一段

落した、時期的には秋から冬にかけ優占的に増殖する珪藻類の消長、沖合性の動物プラン

クトン群の発生状況、これらを餌料としているアユを中心とした魚類の成育といった一連

の生物聞の連なりのどの段階にどのような影響をもたらすのか定かにできないが、水温と

栄養塩の有様が通常にない経過を辿ったことから、基礎的な生産段階で量あるいは質的な

影響を及ぼしたものと推定される。

さらに、河川からの大量流入負荷が、渇水状態の湖で水温躍層形成期にあるのか、ある

いは全循環期にあるかによって、大降雨後の大量土砂・濁流等の北湖への流入拡散、特に

水温躍層より上か下かという垂直方向の拡散の度合いが違ってき、えり・刺網等の操業実

態、に反映してくることが考えられる。また、夏場繁茂していた沈水植物体の大量流出と湖

内漂流の行く末はどこに落ち着くのか、それによって沖曳き網にコカナダモといった水藻

が大量にひっかかる事例が発生し、漁業操業時の直接的な影響も聞かれたところである。

今後、漁業者から見た通常と違った漁獲状況や湖水の様々な様相についての情報をとりま

とめることが渇水の影響を考える上で重要なこととして考えられる。

今回の夏場における透明度良化現象は、どのような要因で起こったのか。琵琶湖の水位

が下がるとともに、透明度が上昇していったことが観測された。この傾向は、今回と同じ

ように夏期において渇水・水位低下を経過した昭和 14年当時においても観測されている。

このことは、躍層が強固に形成されるにつれて躍層以浅の水温がますます上昇し、植物プ

ランクトン等がその層にある栄養塩類を消費しつくしながら、高水温にともない水の密度

と粘性が下がり躍層付近まで沈降した結果とも考えられる。しかし、表層における有機態

窒素や CODの濃度が水位低下と透明度の上昇に関係なくある一定のレベルを維持してい



たことから、透明度またはプランクトン沈澱量にひかかってこないある種のサイズの細か

い有機物質が生産層にあったことがうかがえる。過去 44年間の観測結果において、湖心

部生産層におけるプランクトン沈澱量と透明度の関係を見たが、明確な相関は得られなか

った。透明度に影響を与える濁りの内容について詳細な検討を加える必要がある。

このように全体的に捉えられる沖合に対し、水産生物の増繁殖にとって重要な河口・沿

岸域、なかでもヨシ帯では、汀線が大きく後退したり、増殖場等の干陸化や浮構造物の着

底といった事態が起こり、また、員を代表とする底生動物の発死や繁茂した水草の枯死・

腐敗といった事象が見られ、その様相を一変させていたことから、沿岸帯の個々の水域毎

に渇水による影響を見ていく必要があると考える。(II以下の章参照)。

今後、アユや多くの琵琶湖固有魚種らの餌料として重要な位置を占めてきた琵琶湖沖合

の浮遊生物群の消長に焦点、をあてながら、様々な水位変動パターンが湖水温や水質等にあ

たえるインパクトついて、継続的な観測と過去の各種データとの比較検討を行いつつ見き

わめることが重要なことと考えられた。

要約

1)渇水による琵琶湖漁場への影響が懸念されたため、当場が従来実施してきた北湖におけ

る琵琶湖観測をより重点的に実施し、過年の観測値と合わせ検討を行った。また、アユの

産卵期に、主要な河川の出水時の水質等を調査した。

2)水位の低下とともに、夏場、透明度が高まり、平年より高い透明度が観測された。これ

は、栄養塩の枯渇と高水温により、通常発生していた植物プランクトンが抑えられた結果

と推定された。同様の現象は、渇水に見舞われた昭和 14年においても観測されていた。

3)湖水温は、継続して平年より高く、水温躍層はより強固に形成された。このため高水温

の表層と躍層以深では溶存酸素飽和度が平年よりやや低い傾向が見られた。湖心底層の溶

存酸素量はほぼ平年並で推移し、 12、1月でやや低い傾向が見られたが、渇水の影響による

のかは推定できなかった。

4)硝酸態窒素濃度は、 8月の低いレベルは例年観測されることであったが、例年より早く 6

月から O.1mg/l以下になり 7、8月でほとんど枯渇状態であった。循環期の2月における濃度は

O. 21mg/lと例年並みのレベルであった。

5)リン濃度は、例年とそれほど違った変動や濃度を示さなかったが、河川Iからの出水によ

る流入負荷により総リンが一時的に上昇することが観測された。

6)表層の CODは、渇水の影響からか、湖水のあまり動かない8月も含め、翌年の 2月にか

け全般的に平年より高い傾向が見られた。溶性珪酸は 10月~翌 1月にかけ低めに推移した。

円ノし】つム



7)プランクトン沈澱量は、渇水中の6、8、9月のOm--10m層で平年より低く、 12月で高いピー

クを示した。前年の渇水または急激な水位上昇の影響によるのか、翌1月以降(平成7年)

の7月にかけ10m以深の層では平年より低い傾向が続いた。

8) 9月16、17日に約150mmの降水量(彦根地方)によって主要な河川が通水し、水質的にも落

ちついた同月 28日をピークにアユの産卵が見られた。この時の水温は200C前後であった。

同月 29日には台風26号の通過により再び各河川は濁水化し 28日以前に産卵したアユ卵の行

く末が懸念された。

9)長期に続いた渇水で干し上がっていた河川が、降雨により出水した時点の水質は、濃度

では、浮遊物質量・総窒素および有機態窒素・総リン・ CODといった濁水・粒子状物質

に関連する項目において著しく高い値が得られ、湖への流入負荷総量としては台風通過に

よる出水時で圧倒的に大きかった。

10)平成 6年の夏季の渇水による漁場環境への影響として、生産層での栄養塩の枯渇と高水

温により通常発生していた植物プランクトンが抑えられたこと、また、主に台風通過によ

り濁水が躍層以浅の湖中に大量に流入拡散したこと、水位回復以降の主として深層におけ

るプランクトン沈澱量が平年より少ないこと等が観測された。さらに、この渇水よる影響

に加えて、平成 7年の 5月に記録した水位+93cmまで上昇を見た大増水と急激な引き水に

より、湖水温をはじめプランクトンの発生等種々に影響をもたらし、特にこの時期に沿岸

帯に生息する生物に大きな作用を与えたことがうかがえた。また、平成 7年の 8月は、渇

水であった前年よりいっそう高温であったことを追記する。
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付表 1-1 気象・水象 付表 1-2 気象・水象

平成6年 4月 14自 平成6 年 5~188
地 点 E E N v 地 点 E E w v 

時 ~l 9:17-9:29 9:36 9:59-10: 15 10・26申 11・0811 : 20-11 : 26 時 i11 9: 11-9・19 9・26-9:38 9:45四 10:02 10: 14 10: 50-1 0: 591 
環 ~ 7.9m 21伽 49m 78.9m 13.伽 課 度 7.8m 24.伽1 49伽 79.伽 13.9m 
気 ご，"目E 13.1C. 11. 8C. 12.6C. 13.2C. 11.8C. 気 ご，a目n 17.4C. 17.2C. 17.8C. 18.0C. 17.1C. 

波 i逮皇
。 。 。

風 2.0m/sec 1. 8m/sec 0.8m/sec 2.5m/sec 2.5m/sec 
:宜

号i良車
。 。 。

風 0.3m/sec 0.6m/sec O.相/sec 0.8m/sec 1. 6m/sec 
天 候 晴 晴 嫡 晴 晴 芙 候 快晴 快晴 快晴 快晴 快晴

雲 量 3 3 3 3 3 雲 量 2 2 2 2 2 
うねり 。 う ね り 。 。 。 。 。
色彩番号 2.5G5/6 2.5G5/6 2.5G3/4 2.5G4/6 5G4/4 色彰番号 2.5G5/6 5G4/4 2.5G5/6 2.5G5/6 2.5G5/6 
思 向 NW NW SE N SE 風 向 N E NE N s 
透明虚 3.6 5 8 7.4 2.5 透明度 2.9 5.7 5.7 6.1 4.4 
水 深 水温("C) 水温 (OC) 水温("C) 水逼 (OC) 水温("C) 水 深 水温("C) 水温("C) 水温 (OC) 水温("C) 水温 (OC)

0.5m 10.5 10.1 10 9.3 9.8 0.5m 16 15.2 15.3 15.3 15.6 

2 10.4 10.1 9.7 9.2 9.8 2 15.9 15.3 15.1 15.2 15.6 
5 10.4 9.9 9.8 9.2 9.6 5 15.8 14.9 14.8 14.6 15.3 
10 9.6 9.5 9.1 10 14.8 14.6 14 
15 9.5 9.5 9.1 15 14.3 14.1 10.5 
20 9.3 9.5 9 20 12.5 11.4 9.4 
25 9.4 8.8 25 9.2 8.7 
30 9 8.7 30 8.7 8.5 
35 8.5 8.6 35 7.9 8.3 
40 8.4 8.5 40 7.9 8 
45 8.3 8.4 45 7.9 7.9 
50 8.4 50 7.8 
55 8.4 55 7.8 
60 8.3 60 7.7 
65 8.1 65 7.6 
70 7.9 70 7.5 
75 7.8 75 7.5 

底層 102. (7.5) 9.4(20.5) 18.3(48.5) 17.8(78.0) 9.3(12.0) 窓層 15.5(7.5) 11. 2 (23.0) 7.9 (48.0) 7.5 (78.0) 11.6(13.0) 

付表 1-3 気象・水象 付表 1-4 気象・水象

平成6年6月20自 平成6年7月14日
地 点 E E N v 地 点 E E W v 
時 ~l 9: 20-9・27 9:37-9:47 9:53-10: 14 10: 26-11 :05 11: 12-11 :20 時 i11 9: 09-9: 18 9・23-9・34 9:43-10:03 10・15-10:4310・55-11:00 
理 産 7何1 24.8m 47.6m 78.7m 14.2m 深 度 7.5m 23.5m 47.5m 79.伽 12.8m 
気 ，ごz自n 22.2C. 22.0C. 21.8C. 19.8C. 20.0C. 気 ごd百E 30.4C. 29.8C. 30.4C. 30.2C. 31.1C. 
~宣 浪 。 。 。 2 ~支 ~主 。 。 。 。 。
嵐 連 2.0m/sec 0.2m/sec 1.7m/sec 6.5m/sec 2.8m/sec 
天 候 雨 雨 雨 南 雨

雲 量 10 10 10 10 10 

風 運 Z.7m/sec 3. 1m/sec 1. 9m/sec <L1mh;e_c 
L.Qm量旦~ 実 候 情 晴 繍 構

婁 量 7 7 7 7 9 
うねり 。 。 2 うねり 。 。 。 。 。
色彩番号 2.5G3/4 2.5G3/4 2.5G3/4 2.5G3/4 2.5G3/2 
風 向 N E N N N 

色彩番号 Z.5G3/4 2.5G4/3 2.5G3/4 2.5G3/4 2.5G3/4 
鹿 向 N N NNW WSW SE 

透明度 3.1 4.2 4 4.1 3.5 透明度 4.7 6 6.7 6.9 4.8 
水 潔 水温 (OC) 水温(OC) 水温("C) 水温(OC) 水温(OC) 水 深 水温("C) 水温 (OC) 水這(OC) 水温("C) 水温("C)
0.5m 21.9 21. 8 21.5 21. 1 21.2 0.5m 27.8 27.4 27.6 26.9 28.3 
2 21.8 21.7 21.5 21.1 20.7 I 2 27.5 28 27.6 26.8 27.2 
5 21. 7 21. 4 21.4 20.8 20.5 5 27.1 26.8 26.7 26.5 26.6 
10 19.9 15.5 19.3 10 22.5 17.7 20.6 
15 15.2 12.1 15 15 13.9 15.2 16.8 
20 13.7 11. 4 13.2 20 10.9 11.3 13.2 
25 10.4 10.5 25 10 10.6 
30 9.8 9.8 30 8.8 9.3 
35 9.2 9 35 8.2 8.4 
40 8.7 8.7 40 8.1 8.1 
45 8.5 8.5 45 8 7.9 
50 8.4 50 7.8 
55 8.3 55 7.7 
60 8.3 60 7.7 
65 8.2 65 7.7 
70 8.2 70 7.6 
75 8.1 
恵理 21.5(6.5) 11.9(24.0) 8.5(46.0) 8.1 (76.5) 19.8(13.0) 

75 7.6 
車層 25.9 (7.0) 10.3 (22.5) 8.1 (46.5) 7.7 (76.0) 26.6 (11. 5) 
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付表 1-5 気象・水象

平成6年 8月17日

地 点 E E N v 
時 亥11 9: 19 9・28-9:43 9:47-10:00 10: 15-10: 39 10:51四 10:58
潔 度 7.5m 25m 46.1m 79.0m 12.2m 
気 ご"自l1li 29C' 30C' 30.0C' 29.8C' 32C' 
~宣 j良 2 。 。 。
恩 連 4.2m/sec 3.6m/sec 2.2m/sec 1.8m/sec 0.3m/sec 
天 候 晴 晴 晴 晴 晴

雲 量 2 2 2 。 。
うねり 。 。 。 。 。
色彩番号 2.5G4/6 2，5_G4/6 2.5G4/6 2.5G4/6 2.5G4/6 
思 向 NE NE N E sw 
透明度 6.2 11.1 9.5 11.6 6.4 
水 深 水温 (OC) 水温 (OC) 水温 (OC) 水温 (OC) 水温 (OC)

0.5m 29.2 29.3 29 29 29.7 
2 28.7 29.3 28.9 28.7 29 
5 28.7 28.7 28.9 28.5 28.8 
10 27.7 28.3 26.1 
15 18 14.1 14.5 
20 13.1 11. 7 12 
25 10.1 10.3 
30 8.9 9.1 
35 8.5 8.6 
40 8.2 8.2 
45 8.2 8 
50 7.9 
55 7.8 
60 7.7 
65 7.7 
70 7.7 
75 7.7 

底層 28.7 (7.0) 10.6 (23.0) 8.2 (45.0) 7.7 (78.0) 28.0 (11. 5) 

付表 1-7 気象・水象

平成6匁 10月19日

地点 I 1 I II I m I N I V 

，青空ーーー見ーJ_9__AltJQ~O_5Jl Q.Ji>:: lO_;~QjlQヨ9:L 1_: ~~U L 4_5= l~・~QL__L2.jQ.__
『五ーーー長J_ーー量1ー」一ー量日__J___量日ームー，量日明司ーしー量日ーーー
ー重ーー白星」ー事__Lーー」ーーーー，1_0__司J---J民ー司_L---lO----L--LQ
-主ーーー這tJ___~O""f_c_J__f巴ji:Q._ J_ _ ZQ.._8_:Q _ -L _lQ._3_:Q _ -L _lQ:..rc _ー
風向|ー I - I NNW I NWW I sws 
ー旦ーーー道lJ__担12~<l _J__畑仕司g_ムムE司!2~包 _L_ Q.. _2n1i SJ哩ーL_2mt宅~E__
; 宣浪 1010101012

ーユ_~_!:)_J一ー_Q.ーー」ーー __Q___Jーー __l____L___l____L___J
_~:考量号ー」ーム~q4l2_J__~~g:ij土 J__~_5~凶ー"しょ_5.@~乙t_L_f._491位置
ー透旦ー屋J___Z:..~__J___~~l__J___~~4___L__ß~1___L
深慶 I 7.0m 22.伽1 I 45.5m I 77. 5m 110m 
水 深|水逼 (OC) I水逼 (OC) I水温(OC) I水温(OC) I水温 (OC)

05m I 20. 9 I 21. 4 I 21. 6 I 21. 6 I 21.3 
2I  20.8 I 21.5 I 21. 7 I 21. 6 I 21.3 
5I  20.6 I 21.4 I 21.6 I 21. 5 I 21. 3 
1o I I 21. 3 1 21. 6 I 21.4 
15 I 21. 3 I 21. 6 I 21.3 
2o I 1 15.5 I 17.6 1 13.4 
25 I I I 11 I 10.4 
3Q__J I I 9.5 I 9.4 
35~J I I 8.8 1 8.8 
4Q_____j__ 1 1 8. 5 1 8. 5 
4L_l__ 1 1 1 8.3 
5Q__J 1---- 1 I 8.2 
5L_L_ ，-----r-8 

6Q__J 1 1 I 7.9 
6_5 I 1 r 7.9 
7_  0 I --r I 7.8 

7_5 _1 1 1 1 7.7 
底層 120.4(6.0) 114.4(21.0) 18.0(44.0) 17.7(76.0) 121.3(9.0) 

付表 1-6 気象・水象

平成6隼 9月19臼

|地 点 E E N v 
時 亥11 1 0 : 40-1 0 : 45 11:10-11:22 11 : 30-11 : 50 12・05-12:28 12:40-12:45 

潔 型E 7.1m 26.8m 47.1m 77相 8.5m 

気 ご'J1由n 24.0C' 22.6C' 22.4C' 24.0C' 24.1C' 
;貰

i丞録皇
。 2 2 

思 u量区りsec 5.3m/sec 5.6m/sec 6.9m/sec 5.9m/sec 

天 量り .り 量り 量り

婁 量 10 10 10 10 9 

色う彩ね番号り
。 。 。

2.5G3/4 2.5G3/4 7.5G3/2 2.5G3/4 5G3/2 
鼠 向 NNE N N N NNE 

透明度 5 6.7 9.5 8.2 6.6 

水 深 水温 (OC) 水温 (OC) 水温 (OC) 水温 (OC) 水温(OC)

0.5m 26.1 25.6 25.6 25.8 26 

2 26.2 25.6 25.6 25.8 26 

5 26.1 25.6 25.6 25.8 26 

10 25.6 25.6 25.7 
15 17 15.7 14.9 

20 12.6 12.9 12.6 

25 10.4 12.3 

30 9.7 10.5 

35 9 9.5 

40 8.7 8.9 
45 8.5 8.4 
50 8.2 
55 8.1 
60 8 

65 8 
70 7.9 
75 7.9 

恵層 25.0(7.0) 111.4(22.0) 18.5(45.0) 18.0(76.5) 126.0(7.0) 

付表 1-8 気象・水象

平成6年 11月17日

地点 I 1 I II r m ! w I V 

_~_ーー到_J _ ~:l9:t ~f L ~ :_4Q:!f_51 JJむ~~_19ょ~2_UQ~3_~ごlL9~LLL4ごlL2_
ー五ーーー色J__ーヨlLL_Jーーませーー上ー喧量日ーーーL-ー_~__ー -Lー量日一ー
ー重ーーー量J____19___L_ーー坦ーーー」ーーーよしーーL___l旦ーー_L___LQ____
ー主ーー-ja上噌lモ~:G._j_ _1~.J :Q. _J__lL9_:Q_ーL_1~._2_oç__L_J1:.:岱ーー
四旦___~_J___ß~___J_ー __L_ー」司ー _~N~___L___~~___L_ー_~E____
_Jl_ー司選lJ _ L Q!nh~C_ J_]~ ~f1)Ú~q_ J_ム担12~<l _L:..2~~J2~<l _L_tl~_S!!Q_
渡---~え J____Q___J____l___J____l____し__1一一L___ .9____

e三_~_!:)_J_ ーー_Q___L四四 _Q___J_ ーー_Lー由ーL___LーーーしーーJ
_~~手重宝 J_ _2~ ~q3j~_ J__2.; ~~:v.土 J__?': _5~ω~_L _ f.. _5g~[ 4_ -L _ f._59~ 1.. 4_ _ 
ー遺児_1l.. J一ー .L7___J一ーL~_四」一ーLL_ムーー_8~L__L_ー _2
深度 7.1m I 20.伽1 I 48. om I 78.伽1 I 11. 5m 
水 深|水温 (OC) I水温 (OC) I水温 (OC) I水温(OC) I水温 (OC)

0~5m--llf3--l 15.9 I 15.9 I 16.6 I 15.8 
2 115.3--1 15.9 I 15.9 I 16.6 I 15.8 
5 ， 14.8 ，-15.9 ， 15.9 J___ 16.6 ， 15.8 
1O---I--- I 15.8 I 15.9 ! 16.6 
15 I I 15.8. L 15.~_L____lU 
2o I I ー 1 15.9 1 16.5 
25 ， '14.1' 13.2 
3o I I 1 9.9 1 10.1 
| 1  I 8.7 I 9.5 

4o ----，---- 1 1.  6.' _ _1 __8_.j 
45-- I L __8_. 1____l____j.] 
1 1  1 I 8.7 

55 ---， ， I 8.6 
6o 1 I I I 8.6 
65 l I '8.4 
7o 1 I ! _l_____!] 
75 ， 1 __l j_____j，1 

底層 114.7(6.0) 115.7(19.0) 18.1(46.0) 1 8.3(76~O) ， 15.8(11) 
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付表 1-9 気象・水象

平成6年 12月 13日

地点 1 立 I m I N I V 

ー号司__見 _J_~J2τ9_:.fêJ_9 ~ ~Q.-J.Q ~ O_4J_ _ _1.9ょ Lしよー_1_0~ ~O_ _ -U 1 ~ 1_5.:-1 1_:_2~ 
-五ーーー良J__ーj豆ー_J____伊ーーー」一司ーーーー明_L__ーーー咽ー_L_唱ーー司句"ー
ー呈ーーー量J_ー__1.9__ー」ーー__1.9___ J__ _ _l_o__由ーL__よしー_L_値段曲目ー
主司司司:亘J_ーー_Jf・JJL_ _ _JZ:..~"Q_ _lf._4:C _ _L _1 f._8~Ç _ーしJf:..'白血『
風 向 NE I NNE I N I NE I NE 
_~_ーー理LJ__LO__配~~司 _2._0_ _l!Ý..s~_ 2;. ~nY2~q_ _L主担1_S~LL6~~配~~Q_
波 j良 I 1 I 2 I 2 I 2 I 

ーユ_:@_:J_J____QーーJ____L_ーJ____l一回_L一喝1__ー_L___.9__ーー
ー主容量三J_ _2~ ~~3J j _ J_ _~ É@w.土J__~É~~土 _L_?._5g~生ーし_f ._5g~(. 4_ _ 
E遺児ー事U____B!!1__ーj___~:..仁ー」一ー '?;.L ームー・_~____L___.?_ ーーー
窯度 I 6.1m 22.伽1 I 46. 5m I 81. om I 6.0m 
水 深|水温(OC) I水温(OC) I水温(OC) I水温(OC) I水温(OC)

05m 12.5 1 12.5 12.6 1 12. 7 1 12.6 
21  12. 5 I 12.5 I 12. 6 1 12. 7 1 12.6 
51  12. 5 1 12. 4 1 12. 6 1 12. 7 1 12.6 
1o 1 112.3112.5112.7 
15 I 12.2 I 12.5 1 12.7 
2o 1 I 12. 2 I 12. 5 I 12. 7 
2L 1 1 1 12.5 1 12.4 
3o 1 I I 12.4 I 11.5 
3~5 ~L 1 I 10.5 1 8.9 
4Q_ 1 I 1 8. 2 1 8. 4 
4L__j__ ~-- --18 ---1T1 
5_0 __ I I 1 1 7. 9 
5_5 1 i- 1 1 7.8 
6Q___ -----1-- I I 7. 7 

|1  1 7.6 
7Q_ 1 I I I 7.5 
7~ 1 1 1 1 7.4 

底層 112.4(6.0) 112.2(21.0) 18.0(45.0) 17.4(76.0) 112.6(6.0) 

付表 1-11気象・水象

平成7隼 2月15日

地 点| E E w v 

ーーーま舟明白・

9: 40-9: 59 10:11-10・3710: 45-10: 52 

-~ーー良一ー懐拷一 --ーま暗ーーー ー_t7S!喧ーーー ーー昆喧ーーー
ー重一ー量一__L__ 2 2 

9.2 0℃ 
3 

自主ーーま __2ふ ~O_ç__ 9.6OC 8.6OC 7.4OC 

ー昆一向ー 司自
司1:..恒N/E2EE-

N附 E ENE 
-~ーー速U_L匂f~芝生 _J;.割12~Ç__ _0 .. :.11皆'_S~L _3~~虻:;~!L
ー主ーーー注

。 。 。 。 。
-_?-ね_:J_ 。 。 。

250 G4/6 /え_~警量ま _]，"， ~~41_g_ ー-Z56s.u4i- 2.564/6 2.565 

叩遺深 Y!!_~度f- 4 9.5 
7910 5m 68 5m 7.0m 24m 52.5m 

水 深 水温(OC) 水温(OC) 水温(OC) 水温(OC) 水温(OC)
0.5m 7.7 7.6 7.7 7.9 7.8 
2 7.7 7.6 7.7 7.8 7.8 
5 7.7 7.6 7.6 7.7 7.8 
10 7.5 7.6 7.7 
15 7.5 7.6 7.7 
20 7.5 7.6 7.7 
25 7.6 7.7 
30 7.6 7.7 
35 7.5 7.7 
40 7.5 7.7 
45 7.4 7.6 
50 7.4 7.6 
55 7.6 
60 7.5 
65 7.5 
70 7.4 
75 7.3 

底層 7.7 (6.0) 7.5 (23.0) 7.4(45.0) 7.3(77.0) I 7.8(6.0) 

付表 1-10気象・水象

平成7隼 1月12自

地点 I 1 1 -II I m 1 w 1 __3_ 

ー唾ーーー見 _J_~:j~弐JfJ_!!:_3..?:L4fJ_9.:.:~~ヴ主任UQ ) .. 0: 1 O_:.:1eU.9 ~ 5_5.:-1 LO~ 
-五ー申ー長J_ーー懐1哲也ームーー民噌ーームーー氏暗闇ーーしー民眼目-L-ー虫喧ーー
ー霊.ー _._J_ 喧 __Lー四ムーー_Lーームーー-~-ーーーL---~---_L---ß-- ー司
ー長一-~昆 J_... _4;. ry_ _ J_ _ _6.:. Qo_c_ _ J-_ _7~ e:C_ _ -L-よ.9:G._-L--~]:G. --
ー旦___@_J_国ー-~_自値上ーーー M_ー申ムーー_~-__よーー_~__-ーL---~~-由ー
ー昆由司ー還LJ_主~mh色~-j_.?:..伽h~q_ J_2;. ~nY_s~q_ -L~~・_mú，住 -L _~ ê~I_s~Q_ 
ー~--ー浪」喧町四ーLー四ムー司 _1一司 J__ー _1・ーーよーー_f__ ー _L___l_ ー司ー
__?-_:@_日目J__唱_1___J____1___J____l_ーームーー1__ーーL--ーJ__ーー
ー主著量まJ_ _2~ ~~3jj_ J_ _~ .?~w.土J__~2gωl.._L _ 2 2g~(. 4_ _ L _ f._5g~仕ー
ー達見_~_J___~:..4_ __J___]:..~__J___];.~___L_ 司_~幅四ー-Lー_Lーーー
深度 1 '(1伽1- I 23.6mパ 46.9m 1 81.2m 1 _ 15.2m 
水 藻|水温(OC) I水温(OC) I水温(OC) I水温(OC) I水温(OC)
05m 1 8-- I 9.2 J_____l4 _ I 9.4 I 9.3 
2 ， 8 I 9.2 I 9. 5 1 9.4 __l_______U 
5I  8 I 9.2 l__j._5 I 9.4 I 9. 3 
1o I - I 9.2 1 9.4 1 _9.4 I 
15" -1---， 9. 2 ~._4____L..L1 
2o I ---- 1 9.3 I 9.5 1 __!_4 

25 1 1 1 9.4 1 __~~4 
3o 1 9.4 I _9._4 
35 1 1 1 9.4 1 _9.4 
4o I 1 _l______1.__4_ 1 9. 3 
45 r --I 1 9.3 I __J 
5o 1 1 J__ 1_8_，l 
55 -1-- I 1 I~ 

6o _l__U 
65 ，- -1 1 1_ _ ~.j 
7o I I L_ L___U 
75 -， 1 1 _l~~ 

底層 I 8 (6. 0) I 8. 9位2.0)19.3(45.0) 17:8(77.0) 19.3(14.0) 

付表 1-12気象・水象

平成7隼3月14白

地点 LIIIITmlwl v

ー良一見-J _ ~:J~:9_JQ j_!!・J.?:t.:1~J_9..:~fヲ.9.:_qえれ9 ・幻ご1Q_:2fUl&o.:-nJ.9
-支ー _j民J担問ーー噌ーー -L__ー喧ーーー」一ーー喧ーーームー_~__ー_L_ーー理t_ーー
ー重ーーー量 J-ーーーしー-j_ーー_Lーー」ーー-_~_ーーーしーーÉ____L___ .5___ー
ー主ー -)~-J__l巴 ß:!巳 _L_IQ.._4笠ーJ__IQ._Z:Q__L __9-，1主ー_L_!!:l:C_由ー
風向 I N I N I N I N I 

-~--ー違LJ_ιQ_mh民J_l:..5_mi2~q_ J_};.~nY2~しLL~nY_S~Q _L_7..: lrnl_s~Q_ 
渡ーまJ--__f___J____f___J____f____L___l____L___l

__?__:@_:l_J一ー_L__J__国_1一ー」ーー__L___L__1_ーー，し司司..?_ーーー
ー負考量まj旬ム ~~4I.5_ J-_ _5g~(. 4_ _ JームE恒~L'LL ム~I!G}LLL__思5L4.__
司重旦_IJ_J_ ーー-~ー崎」司ーー_L__Jーー司LL_ーL__1L4一切L 司__1..:Lーー
環慶 I 7.0m 122m I 46.5m I 78.0m I 16.0m 
水 深|水温(OC) I水温(OC) I水温(OC) I水温(OC) I水温(OC)
0~_l 8.3 I 7.7 _ 1 7.6 1 7.6 I 7.7 
2I  8.3 I 7.7 1 7.6 I 7.6 I 7.7 
51  8.3 I 7.7 1 7.6 l 7.6 1 7.6 
1o I I 7.7 I 7.6 I 7.5 I 7.6 
15 I I 7.7 I 7.6 1 7.5 
20_ I 1 7.7 I 7.5 1 7.5 
25 I I 7.6 I 7.5 
3Q_ I 1 1 7.5 7.5 
35 I I I 7.5 I 7.5 
4o 1 1 I 7.5 1 7.5 
45 I 7.5 I 7.5 
5o I I I 1 7.5 
55 I I I I 7.5 
6o I I I I 7.5 
65 _ I I I I 7.5 
7o I I I I 7.5 
75 I I I 

底層 1 8.3(6~0) 17.7(21.0) 17.5(46.0) 17.5(77.0) 17.6(15.0) 

ウ

iつム



付表 1-13気象・水象
1995/4/17 

E 1 m 1 1V 1 v 

時刻 1 9・16-9:23 1 9:29-9:38 1 9:47-10:03 1 10:15-10:45 1 10:53-1目:59
ー-----..-ーーー巴ー・・ーーーーー国司ー喧ーーーーー時ー由ーーーー『ーーーーーーーー
天候 i 鴫 i 崎 i 崎 I .. I 崎

・・・・・・・・・・・・・・が・・・・・・・・・・・・・・----・・・・・・司・・・-----・-...-----_.司・・・・-----
::量 141 4 1 3 1515  

ーーーーーー-ーーーー由-....---ーーー『ーーーーーーー嘩ーーー由ーー『ーーーーーーー・
気温 I 16.9"C I 16.4"C I 16.2"C I 15.2"C I 14.8"C ーーーーーー晶ーーーーーー晶画ーーーーー『ー四ーーーー四時田ーーーーー『ーーーーーーー
.向 I 5 I 55冒 I 5 I E I N 

ーーーーーー'ーーーーーー喧四ーーーーー『ーーーーーーー・，ーー国ーーー『ー・・ー由ー園田
昆逮 I 0.111/1・C I O. 611/18C I 1.211/1・C I 0.311/IIIC I 3.211/IIIC ーーーーーー申ー四ーーー四時ー田ーーーー『四ーーーー--.，.--ーーー申『ーーーーーー・・
lIt温 101010 1010  

ーーーーーーーー園甲ーーー唾ーーーーーー『ーーーーーーー・.-ーーーーー『ーー四ーーーー
うねり 101010  1010  

ー--・・・・・・・・・・・------_.. ・・・・・・・・・・・・・・司・-------...------.....・・・・・・・・・・・・・・
色彦容号 I 2.564/2 I 2.563/4 I 2.51r'/4 I 2.563/4 I 2.564/4 

ーーーーーー申ーーーーーー...-_ー・・ーー『ーー『ーーーー・，ーーーーーー『ーーーーーーー
透明度 I 2.611 I 5.811 I 5.211 I 7.211 I 5.411 

ー・・ーーーーーーーーーーー・・ーーーーーー『ー四ーーー四ー・It---ーーー『ーーーーーーー.
震度 I 7.511 I 23. 011 I 48.拘 I 97.511 I 13.511 

'" 濠 l 水温("C) I 水温("C) 水温【"C) 却に這("C)水llC"C)

。.5閉

2 

川
一
川
一
川
一
日
一
日
一
引

け
一
日
一
日
一
日

町
一
則
一
山
一
山
一
日
一
日
一
日
一

M一
日
一

M一
M

日
一
日
一
日
一
日
一

M一
日
一
日
一

M
E
M
-
u一
口
一
日
一
日
一
日
一
日
一
川
口
一
川

山
一
川
一
川

深

2

2

2
一
盟
主
盟
主
翌
日
一
約
一
郎
一
刊
一
万
一
回
一
肌

4
一
日

;
一
川

13.1 

811 

付表 1イ5気象・水象
1995/6/15 

E E 1V 

時 刻 I 9:19-9:26 I 9:31-9:42 I 9:約ー10:06 I 10: 17-10:48 I 10:57-11 :04 

えー主斗 曇りーL__!~__l一豊2由同|ー_.!i~__J__ Jl.:) 司
ー雲』主ーL__lO___ L __.1'!.. _ _l___IQ.__J _ _ _12__J_ __12 
由_ti___=-__L_~.J古田 _L_~J~__l_~~!~_J_ ー担・2主ー J__ !!l .J古ーー

__.I.__旦ー」柵ーi よー|一人一J__JI~__J___!___
_ _A_ _ _iI__L と~~~_L_L~~'!:_l_l!."L.s~_J_l.É.ILS!に J_J._?自':..

--~-~--L--J___L__~___1___~__J___t__J___2 
うおり 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 

__fttsM_ 田L_~哲~~_L_l~Y~_l_~~~~_J 国 2・2堕包七 J_ _2:.，_S~3L-4__ 
--~聖 -~_L_3~~__L__~~__1__~・.1"__J __ 1.1"_ _J__J・p
忽度 1 7.011 I 23.011 1 47.011 1 78.011 1 15.伽

水 漂 | 水温("C) I 水翠("C) I 木遣問) I 氷温("C) I 水温("C)
0.5飢

2 

17.7 

17.7 

17.7 

17. -4 

15.6 

12.7 

18.1 山
一
則
一
円
一
日
一
山
一
川
一
山
口
一
日
一
ど
れ

山
一
川
一
川
一
川
一
山
一
川
一
日
一
口
一
口
一
日
一
日
一
口
一
引
一
川
一
川
一
川
一
け
一
け
一
川

川
一
川
一
川
一
日

18 

17.8 

渓

2
2
2
2
2
ぉ
一
純
一
目
的
一
盟
主
的
一
郎
一

m一
%
一
回
一
散底

7
一
山

3
一
川

8
一
川

付表 1-14気象・水象

1996/5/15 

E1  m 1 1V 1 v 

跨 軍司 I9: 20-9 :29 I 9 :33-9: 43 I 9 :49-10: 8 I 10:21・10・51 I 10:5ト 11:06 

天候 l 爾 | 福 | 高 | 葡 l 葡

雲量 I 10 I 10 I 10 I 10 I 10 

気温 I 15.0"C I 14.8"C I 14.4"C I 1-4.5"C I 15.2"C 

風 向 I N I N I NE I N I N 
凪 逮 I 2.411/8・C I 2.911/s・C I 3.-4l11s8C I 5.2111問。 I 2.6111回 C

渡海 I 1 I 1 I 0 I 1 I 0 

うね旬 I 0 I 1 I 0 I 0 I 

色ts.号 I 2.56612 I 2.566/2 1 I 2.563/4 I 2.566/2 

透明度 I 1. 511 I 0.811 I 3. -411 I 3，511 I 1. 411 

震 度 I 8. DII I 25.伽 I -49.511 I 79.511 I 8.伽

水 嚢| 水温("C) I 水温("C) I 水温内) I 氷翠("C) I 水温("C)
0.511 14.2 川

一
山
一
川
一
日
一
川
一
川

川
一
川
一
川
一
日
一
引
一
日
一

U
一
い
一
日
一
口

山
一
山
一
山
一
川
一
川
一
川

13.6 

13.6 

14.2 

14.1 

13.4 

14.2 

13.7‘ 13 

寝

間一

2
2
2
刊
と
お
一

ω一
日
間
一
翌
日
一

ω一
盟
主
主
師
一
献底

10 

日
一
日
一
一
口
一
一
日

M
E
n
-
け
一
日。一川

2

一ω
8.6 

48伽

13 1 

811 

付表 1-16気象・水象
1995/1/17 

v I I n 1 m I 1V I v 
~I!._ _l! _ _ ~ .)，:，2~~: ?J_L _9..::モヨヨ乙」ーたせ-10:1哩」ー，1.!!，:，l9，ニ，1 .!!，:~3_1_百三日・:18_
ドλー主-~一塁~--.l--ー畢~-ー」ー-.!i~__J__ JlJl___L_主1ー
ド主ー主-~--.1'!..--.l_ --J Q. --J--~!--J--_12___L__~___
~-~--~_~-~~~--.l_ _1~~- 巴 J__2!・l"9. _J__~.~古田ーL 由主;...4~ー
ド旦_J!. _ ~ ___N___.I_ __ !N!_ _ J _ _ _5I --J-_ _!_ _ _L _ _ ~_ 
ド-~ --~_ ~ _l!."LS!C_ .l_-~ ~1IL.s~_.l- !.1".t札 J_l._~~三 _L _!i;...I~!.e!:.._
L _~ _ _l1!. _ L _ 0 1 0 1 0 1 0 1 1 

i うねり 1010101010  

ド_~ts_._~_ _ ~ _ ~ ~6比四よ _1・161ゼー.l -l-..?~/j_ J _ _ 2;...5~3L 4自由L_ 2_}，!3.L ~ 

ド主璽主_~--3~~-- .l_ --!:!II-- .l--!~由」ー _J.JIl. __L 司 _";...5!__
震 度 1 7.511 1 24.511 1 49.511 1 79.511 1 7.511 

水 深 | 水還問) I 水翠("C) I 水温("C) I 氷温("C) I 水温内)

引
一
山
一
山

山
一
則
一
山
一
川
一
山
一
川

山
一
引
一
か
一
川
一
山
一
山
一
川
一
日
一
引
一
日
一
日

m
-
w
-
m一お一

ω一お一

ω一話一

ω一
お
一
関
一
筋
一
刊
一
花

別
一
日
一
則
一
山
一
川
一
山
一
川
一
日
一
口
一

U
一
日
一
日
一
日
一
引
一
日
一
川
一
日
一
日
一
川

3
一
川

25.8 

25.5 

24. " 

IlEJI 山
一
山

7
一
山

8.5 

48.伽底層水量E

口。
円
/
ω



1995/8/17 

付表 1-17気象・水象

1I  n 

時刻 I9:1ト9:21 I 9・2冒-9:41

四五ー史ーi 鴫 L__~ 
雲量 I 3 I 3 

気温 I 30. 2"0 I 30. 8"0 

昆向 I NE I NE 

__a__主 -L_~I!!'~I!2 _L_1!.;世竺ー
;Jr浪 I 1 I 1 

うお り I 1 I 1 

色ti番号 I 2.565/6 I Z.565/6 

透明度 I 3.6.， I 5.1.， 
濠 度 I 8.伽 I 24.5.， 
水 妥| 水混("0) I氷翠("0)

E 1耳 v 

自:48-10:13 I 10: 25-10:55 I 11 :5-11: 11 

時|蛾|晴

31. 0"0 I 30. 2"0 I 30. 8"C 

SE I NE I S冒

3111/s回 I 1.911/5回 I 0.6l1!sec 

5. OII! I 4.8tI I 

48.911 I 80.0・I 5.0旬

水墨("C) I 水温("0) I 水翠(勺)

0.511 

2 

30.0 

29.9 

29.7 

30.0 

29.5 

29.1¥ 

20.8 

14.6 

11. 7 

間
一
日
一

m一
泊
一

ω一
お
一

ω一
“
一
切
一
回
一

m一
回
一

m一
万

底屠

庭用水深

付表 2-1 p H 

PH 

山
一
配
一
川
一
川
一
日
一
山
一
川
一
日
一
引
一
日
一
川

山
一
町
一
山
一
山
一
川
一
山
一
山
一
口
一
日
一
日
一
引
一
い
一
日
一
引
一
日
一
川
一
川
一
川
一
川

30.2 

29.6 

29.3 

月 日 氷;束 立 E 'N v 
1994 00 5 7.94 7.85 7.74 772 7.60 
H.6 1 0 7.82 7.76 7.67 
4.14 20 7.72 7.60 

30 7.58 7.56 

底酒 7.90 7.80 7.50 7.41 7.58 

00 5 7.76 8.02 8.02 8.00 7.86 
1 0 7.90 7.92 7.76 

5.18 20 7.50 7.40 

30 7.361 7.38 

1草漕 7.50 7.48 7.32 7.32 7.56 

00 5 9.10 8.94 8.86 8.76 8.54 

1 0 7.52 7.36 7.81 
6.20 20 7.20 7.18 

30 7.24 7.18 

底層 8.58 7.32 7.24 7.28 7.90 

00 5 8.70 8.68 8.68 8.68 8.58 

1 0 8.20 7.84 8.08 
7.14 20 7.14 7.63 

30 7.22 7.16 

底膚 8.16 7.16 7.16 7.06 8.00 
00 5 8.12 8.18 8.30 8.20 8.23 
1 0 8.14 8.26 8.27 

8.17 20 7.13 7.02 
30 7.08 7.18 
底層 7.72 6.90 7.12 6.96 8.10 
00 5 7.86 7.88 7.88 7.94 7.76 
1 0 7.77 7.82 7.74 

9.19 20 7.12 7.03 

30 7.08 7.16 
底層 7.58 6.90 7.05 6.94 7.78 

付表 1-18気象・水象

1995/9/18 

E IV v E 

9:49-9:57 I 10:05-10.23 I 10:36斗 1:04I 11:15-11:20 

を長崎 | 快晴 ! 快晴 i 後略

21.6"0 I 21.6"0 I 21.6"0 I 21.2"C 

6.5111/問。 I 8.伽!/sac I 8.01l/slIc I 6.0II!/slIc 

4111 I 10.5.， I 1011! I 4.211 

21.511 I 50田 I 79.， I 11目

水温("C) I 水温("C) I 水温(勺) I 水温内}

0.5.， 21.7 

21. 6 

20.9 18.3 

11. " 

山
一
山
一
山
一
か
一
山
一
泊

山一

m一
山
一
山
一
川
一

M
E
M
-
m一
日
一
口
一
日
一

M
E
M
-
M一
川
一
日
一
川

21. 6 

21. 6 

21.6 

21.6 

21.5 

20.8 

15.8 

13. " 

12.4 

11.9 

10.6 

19.3 

19 

間
一
時
一

m一
お
一

ω一
お
一
利
一
将
一
関
一
日
一

ω一
郎
一
河
一
%

底層 9
一
山

日
一
一
川底層水;!l

付表 2-2 p H 

水藻 E E N v 
00 5 8.16 7.91 7.87 7.82 7.82 

1 0 7.88 7.78 7.69 
10.19 20 7.18 7.00 

30 6.98 7.07 
j草膚 7.90 6.93 6.98 6.88 7.84 

00 5 7.40 7.54 7.57 7.56 7.54 

1 0 7.52 7.54 7.50 

11. 17 20 7.34 7.35 

30 6.90 6.94 

嘩層 7.10 7.50 6.96 6.80 7.54 

00 5 7.58 7.58 7.56 7.59 7.54 

1 0 7.60 7.52 7.52 

12.13 20 7.50 7.48 

30 7.38 7.08 

底膚 7.26 7.52 6.87 6.78 7.50 

Q.立 5 7.46 7.44 7.36 7.27 7.26 
平成7年 1 0 7.42 7.38 7.22 

1.12 20 7.38 7.21 

30 7.33 7.14 

産層 7.28 7.44 7.25 6.77 7.26 

00 5 7.28 7.23 7.22 7.21 7.24 

1 0 7.22 7.23 7.20 

2.15 20 7.20 7.20 

30 7.18 7.20 

産層 7.02 7.22 7.20 7.22 7.24 

00 5 7.64 7.41 7.33 7.28 7.20 

1 0 7.45 7.32 7.30 

3月日 20 7.28 7.28 

30 7.29 7.29 

底層 7.64 7.48 7.30 7.28 7.20 
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付表 2-3 p H 

PH EC 

月 自 水深! I E m 1 lV i V 

1995.4.17 0、51 7.911 7.67 7.69 7.541 7.46 

1 0 7.58 7.631 7.541 
20 7.411 7.441 
30 7.381 7.341 
底層 7.52 7.41 7.331 7.141 7.56 

5.15 00 5 7.65 7.60 7.751 8.001 _7._56 
1 0 7.65 7.561 7.581 
20 7.37 7.391 
30 7.31 
底層 7.62 7.43 7.271 7.161 8.04 

6.15 00 5 7.52 7.40 7.551 7.561 7.60 
1 0 7.351 7.46 7.301 
20 7.02 7.201 
30 7.141 7.191 
底層 7.05 7.00 7.05 7.0117.42 

7.17 00 5 8.34 8.36 7.96 8.241 8.12! 
1 0 7.14 7.21 7.23 
20 7.00 7.051 
30 7.06 7.081 
底層 8.04 8.06 7.98 6.691 7.75 

8.17 00 5 8.84 9.09 9.10 9.121 9.12 
1 0 7.44 7.87 7.34 
20 6.99 6.981 
30 7.05 7.11 
底層 8.80 7.02 7.00 6.88 9.02 

9.18 00 5 7.68 7.69 7.58 7.62 7.31 
1 0 7.62 7.58 7.48 
20 7.45 6.98 
30 7.93 6. 92 
底層 7.19 7.46 7.89 6. 78 7.02 

付表 3-1 溶寄酸素濃度

--、...
月 日 水深 E E W v 

00 5 11.46 11.63 11.82 11.70 11.70 

H.6 1 0 11.71 11.73 11.71 

4.14 20 11.63 11.59 

30 11.43 11.42 

底層 11.39 11.74 11. 01 10.74 11.55 

00 5 9.89 10.46 10.30 10.33 10.25 

1 0 10.30 10.31 10.33 

5.18 20 10.43 10.47 

30 10 41 10.50 

底層 10.15 10.04 9.99 10.17 10.36 

00 5 9.99 9. 70 9.82 9.77 9.17 

1 0 8.06 8. 79 9.11 
6.20 20 欠測 8.30 

30 9.56 9.23 

底層 9.14 8.11 9.25 9.35 8.89 
00 5 7.71 7.76 7.74 7.82 7.66 
1 0 8.38 9.15 8. 67 

7.14 20 10.48 10.04 
30 11. 11 10.98 

底層 7.94 10.72 11.30 11.41 7.85 
00 5 7.54 7.49 7.56 7.72 7.72 
1 0 7.64 7.54 8.97 

8.17 20 7.13 6.98 
30 8.40 8.49 
底層 8.36 6.06 8.31 6.25 7.75 
00 5 7.85 7.99 8.08 8.15 8.09 
1 0 7.87 8.07 8.04 

9.19 20 6.98 6.29 

30 8.22 7.94 

底層 7.30 5.12 7.堕I5.871 8.15 

月 日 水藻 立 m I lV 1 V 
1995.4.17 Ory 5 110 88 1001 82! 82 

1 0 80 981 901 
20 701 951 
30 85 79 
底層 80 90 80 1001 90 

5.15 00 5 100 95 98 981 91 
1 0 98 98 1001 
20 98 99 
30 94 100 
軍軍 98 92 98 1001 90 

6.15 。③ 51 100 100 100 1001 851 
1 0 100 100 1001 
20 901 
30 80 1001 
底層 100 100 80 1001 1001 

7.17 00 5 120 100 100 100 
1 0 100 100 1101 
20 85 110 
30 100 80 
底層 120 80 100 110 95 

8.17 00 5 120 120 120 1201 125 
1 0 110 110 120 
20 120 120 
30 120 120 
底層 120 120 120 1251 120 

9.18 00 5 110 100 60 100 100 
1 0 99 80 100 
20 100 100 
30 100 99 
底層 120 100 100 100 100 

付表 3-2 溶存酸素濃度

水深 E E N v 
00 5 8.81 8.55 8.59 8.59 8. 72 
1 0 8.39 8.57 8.49 

10.19 20 6. 78 5.73 
30 7.39 7.85 
底層 8.17 5.29 7.50 5.92 8.57 
00 5 9.48 9.14 9.25 9.24 9.22 
1 0 9.04 9.26 9.20 

11. 17 20 9.17 9.17 
30 6.53 7.33 
底層 9.32 9.10 7.37 5.52 9.26 
00 5 10.20 10.02 9.87 10.08 9.81 
1 0 9.87 9.87 9. 98 

12. 13 20 9.83 9.93 
30 9.78 8.28 
底層 9.98 9. 78 6.89 4.45 9.82 
QQ 5 11.13 10.57 10.42 10.16 10.15 

平成7年 1 0 10.45 10.45 10.06 
1. 13 20 10.37 10.01 

30 10.30 9. 98 
底層 10.90 10.56 9.66 5.14 10.08 
00 5 11.73 10.79 10.40 10.37 10.64 
1 0 10.67 10.38 10.29 

2.15 20 10.33 10.32 
30 10.38 10.27 
底層 11. 31 10.74 10.43 10.35 10.74 
00 5 11.73 11.51 11.12 11.02 11.45 
1 0 11.51 11.09 10.92 

3.14 20 11.08 10.96 
30 11.07 10.87 
底層 1139 11.37 11.02 10 83 11.28 

ハ
u

qδ 



付表 3-3 溶存酸素濃度

00 (mg/I) 

月 日 水課 E I ill N 1 v 
1995.4.17 。o 5 11.07 11.32 11. 251 11. 231 11. 06 

1 0 11.20 11.251 11.091 

20 10.82111.00 

30 10. 751 10. 84 
底層 11.69 10.39 10.411 10.11 11.08 

5.15 o ~ 5 10.51 10.02 11 . 00 1 11. 24 10.53 

1 0 10.651 10.891 10.72 
20 10.531 10.70 
30 10.35110.541 
底層 10.16 10.43 10.181 9.771 10.52 

6.15 0" 5 9.71 9. 44 9.491 9.61 9.63 

1 0 9.201 9.851 9.32 

20 9.751 9.76 

30 1 9.83¥ 10.071 
底層 9.11 8.77 9.51 8.831 9.361 

7.17 00 5 8.92 9.10 8.841 8.831 8.891 

1 0 7.60 8.1 9 8.19 

20 8.361 8.69 

30 9.23 9.45 
底層 6. 74 8. 40 8.391 7.60 8.46 

8.17 00 5 8. 78 9.061 9.13 9.07 9.19 

1 0 8.32 9.44 8.26 

20 8.011 7.91 

30 9.17 9.35 
箆層 8.66 7.93 8.221 6.51 9.32 

9.18 。o 5 8.22 8.01 8.10 8.10 8.12 

1 0 7.80 8.01 7.94 

20 7.97 7.97 

30 7.851 8.35 
底層 7.861 7.83 8.20 6. 67 8.23 

付表 4-2 溶存酸素飽和度

司F 司- "、"'

水深 水深 E E W v 
0" 5 0" 5 101.3 99.4 100.0 100.0 100.9 
1 0 1 0 97. 1 99.8 98.5 
20 10.19 20 73.2 56. 7 
30 30 66.8 70.8 
底層 底層 93.0 53.5 65.9 51. 2 99. 1 

0" 5 0" 5 97.7 95.4 96.6 96.5 96.0 
1 0 1 0 94. 1 96. 7 96.1 

20 11. 17 20 95. 7 95.5 
30 30 59. 6 65. 1 
底層 底層 94.8 94. 6 64.4 47.4 96.51 

0" 5 0" 5 99.0 97.2 95.9 98.1 95.31 
1 0 1 0 95.3 95.8 97.2 
20 12.13 20 95.3 96. 7 
30 30 94.6 78.4 
底層 底膚 96.5 94.2 60. 1 38.2 95.4 
00 5 0" 5 97.1 94.9 94. 1 91. 7 91. 4 
1 0 平成7年 1 0 93.8 94.3 90.8 
20 1. 13 20 93.8 90.3 
30 30 93.0 90. 1 

A_II 底層 95.0 94.8 86.9 44. 7 90.8 

0" 5 0" 5 101. 6 93.2 90.0 90.2 92.3 

1 0 1 0 91.9 89.7 89. 1 

20 2.15 20 89.2 89.3 

30 30 89. 7 88.9 

底層 底層 97.9 92.5 89.6 88. 7 93.3 

0" 5 0" 5 103.1 99.6 96.0 95.2 99.1 

1 0 1 0 99.6 95.8 94. 1 

20 3. 14 20 95.4 94.4 
30 30 95.3 93. 7 

底層 底層 100.7 98.4 94.9 93.3 97.4 

付表4-1 溶寄酸素飽和度

。O(覧)
月 日 水深 E 

00 5 106.1 106.7 
H. 6 1 0 106.1 
4.14 20 

30 

底層 104.8 106.0 

00 5 103.5 107.6 

1 0 105.0 
5.18 20 

30 

底層 105.1 94.6 

00 5 116.9 113.3 

1 0 90. 9 

E N v 
108.3 105.3 106.5 
106.1 104.9 

105.2 103.5 

102.2 101. 3 

96. 7 93.3 104.0 

106.2 106.5 106.4 

104.7 103.5 

98. 7 93.5 

92.4 92. 7 

86.9 87.6 97.3 
114.1 112.6 106.0 
91.0 101. 7 

6.20 20 欠測 81. 8 
30 87.1 84. 1 
窟層 106.2 17.6 81.6 81.8 100.21 
00 5 109.9 107.8 107.1 107.7 109.7 
1 0 98.2 84. 7 100.7 

7.14 20 75.5 80.2 
30 83. 7 82.8 
底層 101. 7 75.2 78. 7 69.8 106.8 
00 5 99. 1 98.5 99.0 101. 0 102.2 
1 0 98.2 97.7 112.5 

8.17 20 67.9 66.9 
30 75.3 76. 1 
底層 109.0 56.2 72.8 54.1 100.0 

0" 5 98.5 99.4 100.5 101.8 101.3 
1 0 97.9 100.4 100.3 

9.19 20 68.3 61.1 
30 74. 7 73. 6 

底層 90.0 48.5 67.9 51. 2 102.0 

付表 4-3 溶存酸素飽和度

月 日 i1<深 E m 1 N 1 v 
1995.4.17 0， 5 108.31 106.6 104.51 102.51 103.7 

1 0 102.3 103.5 100.3 
20 96.5 98. 7 
30 95.2 96.4 
底藩 107.7 92.4 91. 71 87.8 100.0 

5.15 o ~ 5 105.9 101.3 107. 11 111. 7 106.0 
1 0 101.6 103.01 102.3 
20 97.51 98.6 
30 94.6 94.5 
底層 100.1 97.8 90.1 84. 6 103.5 

6.15 0，.， 5 105.9 102.2 107.4 104.7 104.71 
1 0 98. 9 101.3 94. 7 
20 90. 7 91. 4 
30 89.1 90. 4 
底高 98. 6 83.2 83.6 76.51 93.81 

7.17 00 5 110.7 112.7 109.81110.3 111.0 
1 0 82.8 89.0 89. 6 
20 80.2 83. 3 
30 83. 9 86.1 
底層 79.3 78.2 74.0 66.0 101. 41 

8.17 00 5 116.6 120.3 121.0 120.8 122.3 
1 0 95.5 110.4 92.9 
20 77. 9 76. 5 
30 82. 9 85.2 
底層 114.3 74.3 72.9 56.5 122.7! 

9.18 0" 5 95.8 94.4 94.3 95.0 90.61 
1 0 91.5 93.3 92.8 
20 91. 5 79.2 
30 77.7 79.0 
底層 90.1 90.0 74.3 58.0 77.81 
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付表 5-1 アンモニア態窒素

NH4-N 

月 日 水深 E E 
00 5 0.03 0.00 0.01 

H.6 ， 0 0.00 0.00 
4.14 20 0.00 

30 0.01 

底層 0.02 0.00 0.01 
00 5 0.03 0.01 0.01 ， 0 0.01 0.01 

5.18 20 0.01 

30 0.00 
底層 0.02 0.01 0.00 

00 5 0.01 0.01 0.01 ， 0 O. 07 0.04 
6.20 20 0.02 

30 0.01 
底層 0.02 0.03 0.01 
00 5 0.01 0.02 0.01 ， 0 0.02 0.01 

7.14 20 0.01 
30 0.01 
底層 0.02 0.01 0.01 
00 5 0.00 0.00 0.00 ， 0 0.00 0.00 

8.17 20 0.00 
30 0.00 
底層 0.00 0.01 0.00 
00 5 0.02 0.01 0.01 ， 0 0.01 0.01 

9.19 20 0.02 
30 0.01 

度磨 0.05 0.02 0.01 

W v 
0.01 0.00 
0.00 

0.01 

0.01 

0.00 0.01 

0.01 0.01 

0.02 

0.00 

0.00 
0.00 0.01 
0.01 0.02 
0.06 
0.01 
O. 01 

0.02 0.07 
0.01 0.01 
0.01 
O. 01 
O. 01 
0.02 0.02 
0.00 0.01 
0.00 

0.01 
O. 01 
0.01 0.01 
0.02 0.02 
0.02 

0.03 
0.02 

0.021 0.03 

付表 5-2 アンモニア態窒素 付表 5-3 アンモニア態窒素

NH4-N 

水深 E E N v 月 日 |水深! E E NI  V 

00 5 0.01 0.02 0.02 0.02 0.02 1995.4.17 0" 5 1 0.03 0.001 0.001 O. 001 o~õól ， 0 0.02 0.02 0.02 1 0 。。。 0.01 0.001 
10.19 20 0.02 0.01 20 0.01 0.001 

30 0.01 0.01 30 0.011 0.01 
底層 0.02 0.03 0.02 0.01 0.02 底層 0.01 0.01 0.001 0.011 0.00 
00 5 0.02 0.01 0.01 0.01 0.01 1995.5.15 0" 5 0.00 0.03 0.00 0.001 0.01 ， 0 0.01 O. 01 0.01 1 0 0.01 0.00 0.01 

11. 17 20 む.01 0.01 20 0.00 0.01 
30 0.00 0.00 30 0.00 
底層 0.02 0.01 O. 01 0.00 0.01 底層 0.02 0.01 0.001 0.001 0.01 。n 5 0.00 0.01 O. 01 0.01 0.01 6.15 0" 5 1 0.00 0.04 0.0110.0110.01 
1 0 0.00 0.01 0.01 

12.13 20 O. 01 0.01 
30 0.02 0.01 
底層 0.01 0.01 0.00 0.00 0.02 
00 5 0.02 0.00 0.02 0.00 0.02 

平成7年 ， 0 O. 00 0.00 0.00 

1. 12 20 0.02 0.00 
30 0.01 0.00 
底膚 0.01 0.02 0.00 0.00 0.00 
00 5 0.00 0.01 0.01 0.01 0.00 
1 0 0.01 0.00 0.02 

2.15 20 0.00 0.01 
30 0.01 0.02 
底層 0.01 0.01 0.02 0.03 0.01 。o 5 0.03 0.03 0.02 0.03 0.03 ， 0 0.02 0.03 0.03 

3.14 20 0.02 0.03 
30 0.02 0.03 
底屠 0.02 O. 02 0.03 0.02 0.03: 

1 0 0.03 0.021 0.031 
20 0.001 0.001 
30 0.001 0.001 
底層 0.01 0.01 0.001 0.001 0.03 

7.17 00 5 0.00 0.00 0.01 0.021 0.01 
1 0 O. 05 0.03 
20 0.00 O. 01 
30 0.001 0.01 
底層 0.05 0.01 0.01 0.01 0.03 

8.17 0" 5 0.02 0.01 O. 01 0.011 0.00 
1 0 0.03 0.02 O. 04 
20 0.10 0.01 
30 0.10 0.01 
底層 0.01 0.01 0.01 O. 01 0.01 

9.18 00 5 0.05 0.03 0.03 0.02 0.03 
1 0 0.03 0.02 0.03 
20 0.03 0.02 
30 0.02 0.02 
底層 0.05 0.03 0.01 0.021 0.021 
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付表 6-1 亜硝酸態窒

N02一見

月 日 水深 立。o 5 0.011 0.009 
H.6 1 0 0.010 
4.14 20 

30 

底層 0.010 0.010 

00 5 0.008 0.005 

1 0 0.005 
5.18 20 

30 
底漕 0.006 0.002 
00 5 0.005 0.003 

1 0 0.006 
6.20 20 

30 
鹿層 0.005 0.003 
00 5 0.001 0.001 
1 0 0.004 

7.14 20 
30 
鹿層 0.001 O. 001 
00 5 0.000 0.000 
1 0 0.000 

8.17 20 
30 

底層 0.000 0.000 
00 5 0.007 0.002 
1 0 0.004 

9.19 20 

30 

底層 0.013 0.003 

付表 6-2 亜硝酸態窒

E ~T 1 v 水潔 I E 
0.0081 0.0101 0.008 O~ 5 0.002 0.001 

0.0091 0.010 1 0 0.001 

O. 009 0.010 10. 19 20 

0.010 0.010 30 

0.012 0.004 0.008 底層 0.002 0.001 

0.005 0.005 0.004 00 5 0.001 0.001 

0.004 0.004 1 0 0.001 

0.001 0.001 11. 17 20 

O.OOi 0.000 30 

0.000 0.000 0.002 底層 0.003 0.001 

0.0031 0.004 0.004 00 5 0.002 0.001 

0.0101 0.005 ， 0 0.001 
0.0011 0.004 12.13 20 

0.0001 0.000 30 

0.000 O. 000 0.005 底層 0.002 0.001 
0.001 O. 001 0.001 00 5 0.002 0.001 
O. 003 O. 005 平成7年 1 0 0.001 
0.0011 0.002 1.12 20 

0.000 0.001 30 
0.001 O. 001 0.005 底層 0.003 0.001 
0.000 0.000 0.000 00 5 0.002 O. 001 

0.000 0.000 1 0 0.001 

0.000 Q. 000 2.15 20 

0.000 0.000 30 

0.000 0.000 0.000 底層 0.002 0.001 

O. 002 O. 001 O. 001 00 5 0.005 0.003 
0.001 0.003 1 0 0.003 

0.001 0.005 3.14 20 
0.002 0.001 30 

0.001 0.001 0.002 底層 0.005 0.003 

E "N ! V 

0.001 0.0011 0.001 

0.001 0.001 

0.001 0.000 

0.000 O. 000 

0.000 0.000 0.001 

0.000 0.001 0.001 

0.000 0.000 

0.000 0.000 

0.000 0.000 

0.000 0.000 0.000 
0.001 O. 001 0.001 
0.001 0.009 

0.001 0.009 
0.001 0.001 
0.000 0.000 0.001 
0.001 0.000 0.001 
0.001 0.001 
0.001 0.001 
0.001 0.001 
0.000 0.000 0.001 
0.001 0.001 0.001 
0.001 0.001 
O. 001 0.001 
0.001 0.001 
0.001 0.001 0.001 
0.005 0.005 0.004 
0.005 0.005 

0.005 0.005 

0.005 0.005 

0.005 0.005 0.004 

付表 6-3 亜硝酸態窒

N02-N 

月 日 水沼| E E N V 
1995.4.17 0、 510.0151 0.008 0.0081 0.009/0.008 

l_Q I 0.008 0.0081 0.0091 
20 I 0.01110.0101 
30 0.01310.0131 
底層 I0.009 0.011 0.0131 0.000/ 0.0091 

1995.5.15 o n 5 I 0.008 0.008 0.0061 0.00710.007 
1 0 9.00710.0051 0.0081 
20 0.00210.0051 
30 0.0011 0.0001 
底層 0.008 0.004 0.00010.00010.007 

6.15 o ~ 5 O. 005 O. 006 0.0041 0.0051 0.005 
1 0 0.005 0.0041 0.0041 
20 I O. 0011 o. 001 
30 0.0001 0.0001 
底層 0.005 0.002 0.0011 0.0001 0.004 

7.17 00 5 0.006 0.004 0.00410.00410.004 
1 0 0.006 0.0051 0.005 
20 0.000 0.001 
30 0.000 O. 001 
震層 0.006 0.000 0.001 0.001 0.004 

8.17 0" 5 0.002 0.001 0.001 0.000 0.000 
1 0 0.007 0.006 0.005 
20 0.000 0.000 
30 0.000 0.000 
底層 0.001 0.000 0.001 0.000 0.000 

9.18 00 5 0.002 0.002 0.001 。001 0.001 
1 0 0.002 0.001 0.001 
20 0.001 0.000 
30 0.000 0.000 
底層 0.004 0.001 0.000 0.00010.000 
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付表 7-1 硝酸態窒素

N03-N 

月 日 水深

00 5 0.26 
H.6 1 0 
4.14 20 

30 

底層 0.23 
00 5 0.17 
1 0 

5.18 20 
30 
底層 0.14 
00 5 0.06 
1 0 

6.20 20 
30 

!草彊 0.07 
00 5 0.01 
1 0 

7.14 20 

30 

蔵層 0.02 
00 5 0.01 
1 0 

8.17 20 
30 

産層 0.01 
00 5 0.06 
1 0 

9.19 20 
30 

底層 0.13 

立 E W v 
0.20 0.20 0.20 0.23 
0.21 0.19 0.20 

0.19 0.22 

0.20 0.21 

0.22 0.24 0.25 0.23 
0.13 0.13 0.13 0.14 

0.14 0.16 0.14 

0.19 0.22 

0.23 0.23 

0.19 0.24 0.24 0.191 

0.03 0.04 0.05 0.05 

0.11 0.17 0.10 

0.25 0.24 

0.25 0.27 

0.26 0.28 0.29 O. 10 

0.01 0.01 0.01 0.01 
0.04 0.08 0.07 

0.25 0.11 

0.24 0.24 
0.24 0.24 0.251 0.07 
0.01 0.01 0.01 0.01 

O. 01 0.01 0.02 

0.21 0.25 
0.26 0.21 

0.27 0.24 0.26 O.位

0.04 0.04 0.04 0.05 
0.04 0.04 0.04 

0.19 0.23 

0.23 0.20 

0.25 0.22 0.24 0.05 

付表 7-2 硝酸態窒素

「一 水深 E E N 

0" 5 0.03 0.06 0.05 0.06 
1 0 0.06 0.06 0.06 

10.19 20 0.16 0.28 
30 0.28 0.29 
底漕 0.03 0.25 0.27 0.29 
00 5 0.10 0.08 0.09 0.09 
1 0 0.09 0.09 0.10 

'1.17 20 0.09 0.09 
30 0.26 0.251 
底層 0.13 0.09 0.24 0.24 
00 5 0.10 O. 11 O. 11 0.10 
1 0 0.11 0.10 0.09 

12.13 20 0.10 0.09 
30 0.11 0.18 
底層 0.11 0.10 0.26 0.26 
00 5 0.15 0.13 0.14 0.15 

平成7年 1 0 0.14 0.14 0.15 
1.12 20 0.14 0.16 

30 0.14 0.151 
底層 0.16 0.14 0.16 0.24 
On 5 0.21 0.20 0.20 0.21 
1 0 0.20 0.21 0.21 

2.15 20 0.21 0.20 
30 0.21 0.20 
鹿層 0.21 0.20 0.20 0.20 
00 5 0.25 0.19 0.20 0.21 
1 0 0.19 0.20 0.21 

3.14 20 0.20 0.20 
30 0.10 0.20 
底層 0.26 0.20 0.20 0.20 

v 
0.05 

0.06 
0.09 

0.091 
0.10 

0.10 
0.16 

0.15 
0.21 

0.21 
0.23 

0.23 

付表 7-3 硝酸態窒素

N03-N 

月 日 |木漂| E E NI  V 

1995.4.17 00 5 0.351 0.19 0.191 0.161 0.19 
1 0 0.191 0.191 0.191 
20 0.201 0.191 
30 0.341 0.191 
恵層 0.21 0.191 0.201 0.221 0.19 

1995.5.15 00 5 0.24 0.22 0.15i 0.121 0.16 
1 0 0.15 0.161 0.16 
20 

30 0.201 0.221 
底J曹 1 0.24 0.181 0.221 0.221 0.16 

6.15 00 5 0.161 0.191 0.161 0.171 0.16 
1 0 0.17 0.181 0.201 
20 0.2111 0.231 
30 0.251 0.241 
底層 0.17 0.26 0.261 0.261 0.17 

7.17 00 5 0.11 0.081 0.081 0.091 0.08 
1 0 0.18 0.161 0.171 
20 0.261 0.241 
30 0.251 0.241 
底層 O. 19 0.26 0.241 0.231 0.11 

8.17 00 5 0.03 0.01 0.011 O. 01 0.01 
1 0 0.16 
20 0.261 0.24 
30 0.241 0.231 
底層 0.01 0.26 0.251 0.241 0.01 

9.18 00 5 0.07 0.07 0.081 0.07 0.12! ， 0 0.07 0.081 0.09 

20 0.091 0.21 
30 
底層 0.12 0.10 0.221 0.211 0.21 
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付表 8-1 有機態窒素

ORG-N 
月 日 水深

00 5 0.14 
H.6 1 0 
4.14 20 

30 
底層

00 5 0.21 ， 0 

5.18 20 
30 
底層

00 5 0.27 
1 0 

6.20 20 
30 
底層

00 5 0.32 ， 0 

7.15 20 
30 
底層

00 5 0.34 ， 0 

8.17 20 
30 
底層

00 5 0.22 ， 0 

9.19 20 
30 
底層

E E 
0.12 0.12 

0.16 0.16 

0.20 0.19 

0.16 0.14 

0.23 0.17 

0.19 0.15 

付表 8-2 有機態窒素

N v 水深

0.11 0.14 00 5 O. 23 ， 0 

10.19 20 
0.12 30 
0.16 底層

0.14 0.11 00 5 0.21 
1 0 

11.24 20 
0.10 30 
O. 11 底層

0.20 0.17 00 5 0.17 ， 0 

12.13 20 
0.06 30 
0.06 底層

0.17 0.25 00 5 0.09 
平成7年 1 0 
1. 12 20 

0.12 30 
O. 14 底層

0.17 0.21 00 5 0.12 
1 0 

2. 15 20 
O. 11 30 
0.15 底層

0.14 O. 14 ~S 0.14 
1 0 

3. 14 20 
0.09 30 
0.09 底層

付表 8-3 有機態窒素

Org-N 

立 E N v 
0.17 0.17 0.08 0.17 

月 日 水深 E E W v 
1995.4.17 00 5 0.33 0.12 0.17 0.141 0.12 

1 0 
20 

0.11 
0.09 

0.17 0.14 0.19 0.13 

30 0.10 
底層 0.11 

5.15 00 5 0.24 0.25 0.18 0.15 0.20 
1 0 
20 

0.08 
0.07 

30 
底層 0.08 

0.17 0.15 0.15 0.14 6.15 00 5 O. 19 0.15 0.13 0.13 0.14 
1 0 
20 

0.11 30 0.07 

0.09 底層 O. i3 

0.12 0.12 0.13 0.10 7.17 00 5 0.35 0.19 0.15 0.20 0.15 
1 0 
20 

0.11 30 

0.09 恵層 0.11 

0.11 0.10 0.09 0.09 8.17 00 5 0.29 0.15 0.22 0.16 0.17 
1 0 
20 

0.09 30 0.04 
0.08 底層 0.07 

0.08 0.07 0.08 0.05 00 5 0.22 0.19 0.15 0.14 0.14 
1 0 

9.19 20 
0.06 30 0.09 
0.07 底層 0.09 
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付表 9-1 リン酸態リン

P04-P 

月 日 水深 E 

00 5 0.002 0.000 
H.6 1 0 0.002 
4.14 20 

30 

底層 0.002 0.000 
00 5 0.004 0.003 
1 0 0.003 

5.18 20 
30 

底層 0.003 0.003 
00 5 0.002 0.004 
1 0 0.002 

6.20 20 
30 
底層 0.002 0.004 
00 5 0.002 0.000 
1 0 0.002 

7.14 20 
30 
鹿層 0.000 0.002 
00 5 0.002 0.000 
1 0 0.000 

8.17 20 
30 
底層 0.002 0.002 
00 5 0.003 0.001 
1 0 0.001 

9. 19 20 
30 
鹿層 0.006 0.001 

E N v 
0.000 0.003 0.005 
0.000 0.003 
0.005 0.003 
0.000 0.003 
0.000 0.008 0.005 

0.003 0.003 0.003 
0.003 0.003 

0.004 0.003 
0.004 0.004 
0.004 0.006 0.003 
0.002 0.004 0.002 
0.001 0.002 
0.002 0.002 
0.002 0.002 
0.004 0.007 0.002 
0.002 0.000 0.002 
0.002 0.002 
0.002 0.000 
0.002 0.002 
0.002 0.007 0.000 
0.010 0.000 0.000 
0.002 0.000 
0.002 0.000 
0.004 0.000 
0.004 0.000 0.000 
0.001 0.001 0.003 
0.001 0.001 
0.001 0.001 
0.001 0.001 
0.003 0.011 0.003 

付表 9-2 リン酸態リン

水深 立 E N v 
00 5 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 
1 0 0.003 0.003 0.003 

10.19 20 0.003 0.003 
30 0.003 0.003 
底層 0.006 0.005 0.005 0.011 0.003 

0" 5 0.003 0.003 0.002 0.003 0.002 
1 0 0.002 0.002 0.002 

11. 17 20 0.003 0.002 
30 0.002 0.003 
底層 0.003 0.003 0.005 0.012 0.002 

0" 5 0.003 0.003 0.001 0.003 0.003 
1 0 0.003 0.003 0.003 

12.13 20 0.003 0.003 
30 0.003 0.003 
底屠 0.001 0.003 . 0.006 0.013 0.003 

0" 5 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
平成7年 ， 0 0.000 0.000 0.000 
1. 12 20 0.000 0.000 

30 0.000 0.000 
底層 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.. 5 0.002 0.002 0.002 0.002 0.005 ， 0 0.003 0.002 0.000 

2.15 20 0.000 0.002 
30 0.002 0.002 
底層 0.002 0.003 0.003 0.002 0.000 
0.. 5 15.000 0.002 0.002 0.002 0.003 ， 0 0.002 0.002 0.002 

3.14 20 0.002 0.002 
30 0.002 0.003 
i産商 O.盟2.L立旦0210.00空 !LD031 0.005 

付表 9-3 リン酸態リン

P04-P 

月 日 水深 E E NI  V 
1995.4.17 00 5 0.002 0.000 ~QOI 0.00010.0021 

1 0 0.000 0.0001 0.0001 
20 0.0021 0.0021 
30 0.00210.002! 
底層 0.002 0.002 0.0021 0.00410.000 

1995.5.15 。o 5 0.004 0.003 0.00310.00310.003 
1 0 0.003 O. 003 0.0031 
20 0.004 0.0031 
30 0.004 0.0041 
底層 0.003 0.003 0.00410.00610.003 

6.15 00 5 -0. 001 0.003 0.0001 0.00110.001 
1 0 0.0011 0.0001 0.0001 
20 0.0001 0.0001 
30 0.0011 0.0011 
底層 -0.001 0.004 ~0041 0.0061 0.001 

7.17 00 5 0.001 0.001 0.002 0.004 0.-004 
1 0 0.001 0.002 0.004 
20 0.002 O. 004 
30 O. 002 0.004 
底層 -0.001 0.002 0.007 0.0141 0.004 

8.17 00 5 0.002 0.000 0.000 0.00010.000 
1 0 0.000 0.000 0.002 
20 0.000 0.000 
30 0.000 0.000 
底層 0.000 0.002 0.003 0.011 0.000 

9.18 00 5 0.005 0.004 0.002 0.002 0.002 
1 0 0.002 0.002 0.002 
20 0.002 0.002 
30 0.002 0.000 
底層 0.007 0.00210.0021 0.0071 0~002 
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付表 10-1 総リン

T-P 
月 日 水深

00 5 0.02 
H.6 1 0 
4.14 20 

30 
底層

00 5 0.03 
1 0 

5.18 20 
30 
底層

00 5 0.02 
1 0 

6.20 20 
30 
底層

0" 5 0.06 
1 0 

7.14 20 
30 
底層

00 5 O. 01 
1 0 

8.17 20 
30 
底層

00 5 0.02 
1 0 

9.19 20 
30 
底層

E E N 
0.01 0.01 0.01 

0.01 
O. 01 

0.01 0.01 O. 01 

0.01 
0.01 

O. 01 0.01 0.01 

0.02 
0.01 

0.00 0.00 0.00 

0.01 
0.02 

O. 01 0.01 0.01 

0.01 
0.01 

0.01 0.01 0.01 

0.00 
0.02 

付表10-2 総リン

v 水深 E 
0.021 00 5 0.16 0.01 

1 0 
10.19 20 

30 
底層

0.02 00 5 0.01 0.01 
1 0 

11. 17 20 
30 
底層

0.01 00 5 0.01 0.01 
1 0 

12. 13 20 
30 
底層

0.01 00 5 0.02 0.01 
平成7年 1 0 
1. 12 20 

30 
底層

0.02 00 5 0.03 0.02 ， 0 

2. 15 20 
30 
底漕

0.01 00 5 0.05 0.02 ， 0 

3. 14 20 
30 
底層

E N v 
0..01 0.01 0.01 

0.01 
0.02 

0.01 0.01 0.01 

0.01 
0.02 

0.01 0.01 0.011 

0.01 
0.02 

0.02 0.01 0.01 

0.01 
0.03 

0.02 0.02 0.03 

0.02 
0.01 

0.02 0.03 0.02 

0.05 
0.02 

付表 10-3 総リン

T-P 
月 日 水深

1995. 4. 17 0" 5 
1 0 
20 
30 I 
底層|

5.15 0" 5 
1 0 
20 
30 
底層

0.04 

0.04 

6.15 0" 5' 0.02 
1 0 
20 
30 
底層

7.17 00 5 0.02 
1 0 
20 
30 
底層

8.17 00 5 0.02 
1 0 
20 
30 
底層

9.18 00 5 0.04 
1 0 
20 
30 
底層

E E N v 
0.01 0.01 0.01 0.01 

O. 01 
0.01 

0.06 0.02 0.02 0.04 

0.01 
0.01 

0.02 0.01 0.01 0.01 

0.01 
0.02 

0.01 0.01 0.02 0.01 

0.00 
0.02 

0.01 0.01 0.01 0.01 

0.00 
0.02 

0.02 0.01 0.01 0.01 

0.00 
0.01 



uコ
0:コ

付表11-1 溶性珪酸

Si02 

月 日 水潔

0" 5 O. 76 
H.6 1 0 
4.14 20 

30 

底層 0.68 
00 5 0.99 
1 0 

5.18 20 
30 

底層 0.86 

0" 5 0.41 
1 0 

6.20 20 
30 
底層 0.84 

0" 5 O. 65 
1 0 

7.14 20 
30 
底趨 1.03 

0" 5 1. 04 
1 0 

8.17 20 
30 

底層 1. 18 
00 5 1.27 
1 0 

9.19 20 
30 

底層 1.54 

E E 
0.98 0.59 
0.50 O. 76 

0.59 

0.90 
O. 72 1. 38 
0.24 0.15 
0.64 0.33 

0.64 
O. 77 

0.64 1. 08 
1. 07 0.36 
0.65 0.27 

0.46 
O. 70 

0.60 1. 35 
0.95 0.36 
0.36 0.27 

0.11 
0.53 

O. 74 1. 11 
1. 13 1.13 
1.21 1.04 

O. 73 
1. 04 

1. 13 1.43 
0.92 1. 01 
1.01 0.96 

0.65 
1. 10 

1. 14 1.54 

付表11-2 溶性珪酸

W v 水深

0.81 1.82 00 5 0.37 
1. 03 J 0 
O. 76 10.19 20 
0.85 30 
1. 34 1.86 底層 0.55 
0.20 0.86 00 5 0.49 
0.63 1 0 
0.56 11. 17 20 
O. 64 30 

1.17 O. 68 底層 0.53 
0.41 1. 12 00 5 0.40 
0.51 1 0 
0.23 12.13 20 
O. 79 30 
1.54 0.23 底層 0.48 
0.27 0.61 0" 5 0.57 
0.23 平成7年 1 0 

0.19 1. 12 20 
0.32 30 
1.83 0.53 底層 0.66 
0.25 0.21 0" 5 0.95 
0.00 1 0 
0.25 2.15 20 
0.91 30 

2.66 0.17 底層 1. 00 
1. 01 1. 10 0" 5 1. 47 
1.10 1 0 
0.56 3. 14 20 
0.87 30 
2.92 1.05 庫層 1. 56 

付表11-3 溶性珪酸

SI02 

E E W v 
0.36 0.55 0.64 0.41 

月 日 水深| E 国 N V 
1995.4.17 。今 51 1.56 0.96 0.911 0.91 2.04 

O. 79 0.36 0.31 1 0 O. 96 0.87 0.91 

O. 74 O. 79 20 O. 96 0.96 

0.50 0.69 30 0.91 0.83 

O. 93 1.31 2.31 O. 60 底層 1. 26 1.00 1.04 1.13 1. 13 

0.44 0.53 0.35 0.44 1995. 5. 15 00 5 1. 60 2.06 1. 14 1.14 1. 86 

0.44 0.35 0.31 1 0 1.14 0.94 1.04 

0.31 0.26 20 1.04 0.99 

O. 72 0.90 30 1.19 1. 09 

0.53 1. 26 2.53 0.35 底層 2.01 1.19 1.19 1.45 2.22 

0.35 0.44 0.27 0.48 6.15 00 5 1. 05 1.10 1.00 1.00 1. 46 

0.48 0.31 0.40 1 0 1. 10 O. 89 1. 10 

0.35 0.35 20 1. 15 1. 15 
0.48 O. 70 30 1. 05 1. 15 

0.35 1. 69 3.12 0.48 底層 1. 00 1. 46 1. 25 1.76 1. 20 
0.23 0.31 0.40 0.49 7.17 00 5 O. 79 0.59 0.44 0.59 0.59 
0.23 0.40 0.44 1 0 0.44 0.39 0.34 

0.40 0.44 20 1. 24 1. 49 
0.36 0.36 30 1.74 1. 49 

0.31 0.66 2.83 0.53 底層 1.69 1.44 1.44 2.64 1.59 
0.95 1.00 1.17 1.08 8.17 00 5 1. 45 0.97 1.24 1.18 1. 29 
0.87 0.91 0.87 1 0 0.82 0.92 O. 71 

0.91 0.95 20 1.29 1. 13 
1. 00 O. 78 

0.82 0.95 0.95 1.211 
30 1. 13 1.24 
底層 1. 24 1.45 1.55 3.18 1. 24 

0.91 O. 91 0.95 2.471 
0.86 0.86 0.95 

9.18 00 5 1.72 1.47 1.36 1.47 1. 42 
1 0 1.47 1.31 1.47 

0.91 0.99 
0.86 0.95 

0.86 0.91 0.95 2.34 

20 1.97 1. 11 
30 1. 06 1. 42 
底層 2.38 1. 31 1.21 2.12 1. 16 



付表12-1 塩素イオン

CI 

ω
∞

|

 

月 日 水深 立 E JV v 
00 5 9.46 9. 27 9.13 9.27 8.45 

H. 6 1 0 8.95 9.23 9.23 

4.14 20 9.09 9.23 

30 9.23 9.23 

底層 9.74 9.18 9.23 9.23 8.41 

00 5 10.08 9.52 9. 61 9.56 9.28 

1 0 9.42 9.56 9.70 

5.18 20 9.47 9.42 

30 9.37 9.37 

底層 9.85 9.56 9.37 9.66 9.14 

00 5 9.20 9.15 9.02 9.24 8.89 

1 0 9.15 9.11 9.15 

6.20 20 9.15 9.20 

30 9.15 9.11 

底層 9.15 9.20 9.11 8.93 9.15 

00 5 9.84 9.56 9. 65 9.56 9. 79 

1 0 9.15 9.51 9.33 
7.14 20 9.42 9.47 

30 9.33 9.47 

窟漕 9.47 9.33 9.28 9.28 9.47 

00 5 9.48 9.27 9.48 9.44 9.40 

1 0 9.31 9.35 9.44 

8.17 20 9.23 8.89 

30 9.14 8. 76 

底層 9.61 9.06 9.01 8.93 9.40 

00 5 9.83 9.60 9. 69 9.56 9. 74 
1 0 9. 74 9. 74 9.51 

9. 19 20 9.37 9.37 
30 9.37 9.37 

底層 10.36 9. 14 9.05 9.28 9.60 

付表12-2 塩素イオン

水深 耳 E W V 

00 5 9. 77 9.54 9.58 9.77 9.58 ， 0 9.54 9.54 9.68 

10.19 20 9.54 9.25 

30 9.30 9.25 

産層 10.36 9.39 9.251 9.35 9.58 

00 5 9.55 9.28 9.28 9.37 9.5r 

1 0 9.37 9.42 9.51 

11. 17 20 9.28 9.37 

30 9.19 8.92 

底層 9.37 9.69 9.01 9.23 9.51 

00 5 10.06 9.62 10.01 9.82 9.91 

1 0 10.01 10.01 10.01 

12.13 20 10.01 10.01 

30 9.91 9. 77 

鹿層 10.16 10.06 9.43 9.43 9.91 

00 5 10.21 9.68 9.40 9.54 9.54 

平成7年 1 0 9.59 9.63 9.49 

1. 12 20 9.40 9.63 

30 9. 68 9.44 

麗層 10.26 9.30 9. 21 9.02 9. 78 

00_ 5 10.01 9.54 9.40 9.22 9.27 ， 0 9.40 9.36 9.31 

2.15 20 9.36 9.27 

30 9.45 9.31 

鹿層 10.10 9.50 9.50 9.59 9.27 

0" 5 10.23 9.13 9.42 9.18 8.59 ， 0 9.27 9.62 9.03 

3.14 20 9.08 9.22 

30 9.42 9.47 

底層 10.33 9.62 9.57 9.52 8.83 

付表12-3 塩素イオン

CL 
月 巴 水蒸 l E E Ni  V 

1995.4.17 0，5111.441 9.031 9.671 9.Ji! 8.50 
1 0 I 9.12! 9.6;1 ヨ~/'

20 9.5il 9.22! 

30 9.471 9. 5i ¥ 
底意 9.77 9.18 9.221 9.5i! 9.47 

5.15 00 51 9.22 8. 75 9.1119.1118.45 

1 0 9.22 9.371 9.32! 

20 9.271 9.371 

30 9.32! 9.2il 
底漕 8.96 9. 481 9. 11 i g. 3 i ! 8. 30 

6. 15 01) 5 8.96 9.32 9.181 9.091 9.23 

1 0 9.09 9.361 9.27! 

20 I 9.321 9. <151 

30 9.411 9.591 

底層 9.09 9.361 9.681 9.501 9.141 

7.17 01) 5 9.01 ， 0 7.951 9.07! 9.071 

20 9.29 8.961 

30 9.34 9.401 
底漕 8.96 8.851 9.071 9.511 8.37 

8.17 。'"5 8.84 8.29 8.381 8.201 8.251 

1 0 8.20 8.25 8.291 

20 8. 70 8.701 

30 8.52 

底層 8.56 8. 70 8.521 8.701 8.38 

9.18 0"， 5 9.63 9.26 9.32 9.02 9.26 

1 0 9.45 9.02 9.08 

20 9.32 9.51 

30 9.38 9.57 

底層 10.20 9.32 9.32 9. 63 9.381 
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付表 13-1 C 0 0 

COD 
月 日 水深 I 

0" 5 2.19 
H. 6 1 0 
4.14 20 

30 
底層

00 5 3. 72 
1 0 

5.18 20 
30 
底層

00 5 3.08 
1 0 

6.20 20 
30 
底層

00 5 3.11 
1 0 

7.14 20 
30 
底層

00 5 3.27 
1 0 

8.17 20 
30 
底層

00 5 3.53 
1 0 

9.19 20 
30 
底層

立 E 
1. 75 1.52 

2.57 2.68 

2.89 2.91 

2.25 2.15 

2.91 2.99 

2.93 3.15 

付表 13-2 C 0 0 

N v 水深
1. 54 1. 33 00 5 3.53 

1 0 
10.19 20 

1. 65 30 
1.50 底層

2. 79 2.57 00 5 2.83 
1 0 

11. 17 20 
1. 67 30 
2.07 底層

2.87 2.79 。金 5 2.41 
1 0 

12.13 20 
2.03 30 
1.88 底層
2.11 2.33 00 5 2.21 

平成7年 1 0 
1.12 20 

1. 32 30 
1. 56 底層
2.83 3.01 00 5 2.47 

1 0 
2.15 20 

2.15 30 
2.11 底層
2.69 2.91 0lL_!5 1. 46 

1 0 
3.14 20 

2.19 30 
2.03 底層

付表 13-3 COD 

COD 

E E N v 
2. 95 2.93 2.69 2.87 

用 同 :;1(雪| I 1I 1， 1II ¥ "':J I V 

1995. 4. 17 00 5 3. 63 2.07 2.33 1. 81 1. 75 
1 0 
20 

1. 89 
1. 99 

30 1. 71 
底層 1. 83 

2.99 2.83 2.61 2.51 1995.5.15 0" 5 3.38 3.06 2. 72 3.08 2.82 
1 0 
20 

1. 62 30 1.82 

2.01 底層 1. 80 

2.17 2.01 1. 82 2.03 6.15 00 5 2.68 2. 64 2.38 2.26 2.46 
1 0 
20 

1.54 30 1. 76 

1. 56 底層 2.02 

2.31 2.29 2.13 2.23 7.17 00 5 3.02 2.46 2.30 2.52 2.30 
1 0 
20 

2.07 30 1. 64 
1. 81 底層 1.76 

2.13 2.13 1. 89 2.41 8.17 00 5 4.64 3.92 4.22 3.98 3.781 
1 0 
20 

2.01 30 2.12 
2.19 底層 2.26 

1. 12 1. 89 1. 83 1.89 9.18 00 5 3. 74 2.58 2.58 2.58 2.54 
1 0 
20 

1.59 30 2.00 
1. 69 底層 2.10 
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付表14-1 クロロフィル a

ウ日日7 イ J~A

月 日 水深 I E 
00 5 5.35 3.51 

H. 6 1 0 
4.14 20 

30 
底層

00 5 4.00 4.33 
1 0 

5.18 20 
30 
底層

00 5 8.88 6.19 
1 0 

6.20 20 
30 
底層

00 5 4.19 1.76 
1 0 

7.14 20 
30 
底層

QlL ~ 1. 14 O. 75 
1 0 

8.17 20 
30 
底層

00 5 4.50 2.84 
1 0 

9.19 20 
30 
底層

E 
2.84 

4.80 

6.65 

2.20 

0.87 

1.74 

付表14-2 クロロフィル a

N v I 水深 I E 

4.02 3.30 00 5 7.94 4.06 

4.69 1 0 

4.03 10.19 20 

3.41 30 

2.18 底層

4.01 3. 79 00 5 6.35 3.89 

3.00 1 0 

1. 66 11. 17 20 

1. 34 30 

1.78 底層

7.75 6.86 00 5 6.52 5.42 

8.55 1 0 

3.06 12.13 20 

1. 01 30 

O. 68 底漕

1. 64 1.22 00 5 4.80 4.01 

7.40 平成7年 1 0 

3.54 1. 13 20 

1. 53 30 

1. 53 底層

O. 76 1. 54 Q_j!_ 5 4. 78 3. 77 

2.03 1 0 

1.76 2.15 20 

1. 40 30 

1. 36 底層

2.38 3.29 00 5 5.11 2.67 

2. 72 1 0 

3.29 3. 14 20 

1. 83 30 

1. 16 底層

E 'N v 
4.38 4. 62 5.18 

4.41 
1. 08 
O. 66 
O. 66 

3.66 4.01 4.08 
4.01 
3. 33 
0.77 
O. 66 

6.54 6. 65 5.44 
6.68 
6.33 
3.87 
O. 94 

3.54 2.98 2.88 
2.55 
2.88 
2.98 
0.99 

2.34 2.09 2.44 
2.34 
2.44 
2.21 
1.55 

1. 66 1. 22 1.68 
1. 12 
1.22 
1.22 
0.91 

付表14-3 クロロフィル a

クロロフィJl.A
月 日 水深 立

1995.4.17 00 5 16.64 2. 74 
1 0 

20 
30 
底層

5.15 00 5 20.49 14.26 
1 0 

20 
30 
底層

6.15 00 5 5.90 3.35 
1 0 
20 
30 
底層

7.17 00 5 8.64 4. 74 
1 0 
20 

30 
底層

8.17 00 5 4.48 2.84 
1 0 
20 
30 
底層

9. 18 00 5 11.58 2.65 
1 0 
20 
30 
底層

E N V 

4.20 1.55 2.20 

2. 88 
1. 97 
1. 31 
0.89 

15.29 24.13 18.21 
3.19 
1.74 
0.96 
1. 06 

1. 45 1.22 2.32 
2.55 
1.10 
O. 54 
O. 98 

2.86 2. 96 3.07 
2. 42 
1. 20 
O. 62 
1.51 

3.50 2. 70 2. n 
7.22 
2.98 
1. 10 
1.76 

2.39 2.30 2.49 
2.28 
1. 62 
1.08 
1. 27 
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付表15-1 水位上昇期の渇水対策調査結果

温水、

地 点 1-0 1-0 1由。 1-0 2ベ
岡田 9.26 10.05 10.26 11.09 9.26 
水深 7.2 7.0 6.0 6.0 ~U. 0 

週 明度 4.1 7.0 4.0 2.8 回.~ 

ゆ温 24.5 23.2 19.0 16.8 4.9 
PH 7.80 1.85 1.94 1.40 1.82 
EC 120 105 110 105 120 
CL 9.99 8.80 9.64 9.68 9.64 

OOmg/1 8.15 ー ー 9.28 8;06 
00 首 99. 1 ー ー 98.6 99.2 
NH4-N 0.01 0.01 0.01 0.00 0.03 
N02-N 0.001 0.003 0.002 0.001 O.∞1 
N03-N 0.02 0.06 0.01 0.09 0.02 
OIN 0.03 0.08 0.08 0.09 0.05 
Or由N 0.20 0.15 0.16 0.11 0.18 
T-N 0.23 0.23 0.24 0.26 0.23 
P04-P 0.002 0.000 0.001 O.∞2 0.000 
Or-P 0.012 0.015 0.009 0.013 0.010 
T-P 0.014 0.015 0.010 0.015 0.010 
SI02 1. 36 0.60 0.81 1. 16 0.91 
COD 2.99 2. 99 2.85 2.63 2.85 

。ロロ7ィルA 3.9 4.0 4.5 2.9 2.4 
B 0.3 0.4 0.6 0.5 0.4 
c 0.5 0.9 0.8 O. 1 0.5 

付表 15-2 水位上昇期の渇水対策調査結果

温 水

地 点 4-10 4-10 4-10 4-10 4-20 
日 9.26 10.05 10.26 11. 09 9.2匝

;深 6.0 11.0 77.0 77.0 76.0 
通 明度 8. a 3.4 8.0 8. f 8. E 

温 24.3 22.5 19.1 16.8 11. 
PH 7.80 1.83 7.80 7.66 7.04 
EC 120 105 100 105 110 
CL 9.34 9.50 9.42 7.53 8.99 

00慨ハ 8.23 8.11 8. 11 9.07 6.18 
。。 首 100.3 95.9 91.6 96.4 58.8 
NH4-N 0.01 0.01 0.02 0.00 0.02 
N02-N 0.001 0.009 0.001 O.∞1 O.∞3 
N03由N 0.01 0.04 0.07 0.07 0.30 
OIN 0.03 0.01 0.09 0.08 0.33 
Or-N ー ー ー ー ー

T-N 
P04-P 0.002 0.002 0.001 0.002 O.∞2 
Or-P 0.011 -0.002 

_. 

T-P ー 0.013 ー ー

SI02 1. 19 0.10 0.55 0.06 1.03 
COO ー 2. 17 ー ー 司

。ロロフィルA 3.1 ー 4.1 2.6 2.0 
B 0.5 ー 0.6 0.2 0.4 
c 0.9 ー O. 1 0.0 0.3 

!ベ 2-0 2ベ
10.05 10.26 11. 09 
23.0 21. 0 23.0 

7.3 8. ~ 

22.8 19.3 17.0 
1.84 1.83 1.62 
110 100 110 
9.15 9.42 9.81 
ー ー 9. 13 
ー ー 91.5 

0.02 0.01 0.01 
0.002 0.001 0.000 
0.05 0.01 0.09 
0.01 0.09 0.10 
0.14 0.14 0.13 
0.21 0.23 0.23 
O.∞o O.∞1 O.∞2 
0.011 0.006 O.∞5 
0.011 0.001 O.∞7 
0.96 ー 0.89 
2.991 2.61 2.83 
3.1 3.0 2.3 
0.3 0.4 1.5 
1.1 0.0 0.0 

4-20 4-20 4-20 
10.05 10.26 11. 09 
17.0 77.0 77.0 
3. ~ 8. ( 8. f 
12.5 14.6 16.7 
7.03 7.03 1.58 
110 100 102 
8.80 9.25 7.60 
6.62 5.96 8.83 
64.2 60.6 93. 7 
0.03 0.01 0.01 
0.001 O.∞o 0.001 
0.24 0.29 0.08 
0.27 0.30 0.09 

申 ー ー

0.000 O.∞1 0.002 
0.015 0.006 
0.015 ー 0.001 
0.96 1.33 0.22 
2.293 ー

ー 1.6 3.1 
ー 0.3 0.4 
ー 0.6 0.0 

HJ iベ 3ベ 3ベ 4ベ 4-0 4-( 4-( bベ; 5-0 -0 5ベ
9.21 10.05 10.26 11. 09 9.26 10.05 10.26 11. 09 9.26 10.05 10.26 11.09 
4 45.0 45.0 45.0 '6.0 77. U 77.0 77.0 12.0 12.0 10.0 12.0 

10.0 B. E 4 8. C 8.~ 7.2 3. 7 8. ~ 

24. 22. 7 19.5 17.1 正4.8 22.9 19.5 17.2 24.8 22.8 19.4 17.4 
1.88 1.86 1.81 1.68 1.88 1.16 1.80 1.65 1.93 1.84 1.71 5.40 
120 110 100 105 115 115 100 105 115 110 100 100 
9. 19 9.59 9.42 9.68 9.34 9.56 9.41 1.51 9.44 9.50 9.33 1.51 
8.25 ー ー 9.11 8.29 8.24 8.80 9.11 8.14 ー ー 9.24 
100.1 ー ー 98.0 101. 9 98. 1 98.6 98.3 100.0 ー ー 99.4 
0.01 0.01 0.02 0.01 0.01 0.01 0.01 0.00 0.011 O.∞9 0.008 0.002 
O.∞o 0.001 O.∞1 O.∞1 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 
0.01 0.00 0.01 0.01 0.01 0.04 0.06 0.01 0.01 0.04 0.01 0.01 
0.02 0.01 0.08 0.09 0.03 0.06 0.01 0.01 0.02 0.05 0.08 0.08 
O. 19 0.12 O. 16 0.15 0.12 0.14 0.16 0.12 0.11 0.13 0.15 0.16 
0.21 0.13 0.25 0.24 0.15 0.20 0.23 0.20 0.20 0.18 0.23 0.23 
O.∞o 0.002 O.∞1 O.∞2 0.002 0.000 0.001 0.002 0.000 0.002 0.001 0.000 
0.010 O.∞9 O.∞5 0.005 0.009 0.012 0.005 0.001 0.001 0.001 0.008 0.010 
0.010 0.011 0.006 0.001 0.010 0.012 0.006 0.008 0.001 0.009 0.009 0.010 
0.92 O. 10 1. 02 O. 15 1. 30 0.81 0.86 0.62 1.25 0.54 1. 02 0.06 
2.81 2. 11 2.11 2.伺 2.59 2. 19 2. 15 2.51 2.99 2.11 2.11 2.35 
2.0 2.6 3.3 3.0 2.3 2.9 3.4 2.1 2.8 3.1 4.5 1.8 
0.4 0.5 0.5 0.6 0.3 0.4 0.4 0.4 0.3 O. 5 0.8 0.3 
0.8 1.3 0.8 0.1 1.2 0.8 0.2 0.8 O. 9 O. 1 0.0 

4-30 4・・30 4-30 4-30 4-B 4-B 4-B 4-B 
.26 10.05 6 11. 09 9.26 10.05 10.26 11.09 
r6.0 7.0 7.】 77.0 16.0 77.0 11.0 77.0 
8. 8. ~ 8.8 3.4 8.0 8.5 
8. 9. ( .4 7.5 1.4 7.4 
7. 13 6.96 1.03 7.04 6.92 6.84 6.93 6.86 
105 105 1∞ 92 110 105 100 96 
9.09 8.93 9.11 7.26 9.24 8.89 8.94 7.22 
8.37 7.83 1.50 7.23 5.37 8.52 5.43 5.52 
74.6 70.5 61.3 64.6 46.2 47.5 46. 7 47.4 
0.01 0.01 0.00 0.00 0.01 0.02 0.01 0.00 
O.∞1 O.∞o O.∞o 0.000 0.001 0.001 0.000 0.000 
0.28 0.28 0.33 0.23 0.30 0.28 0.35 0.23 
0.29 0.29 0.34 0.23 0.30 0.30 0.36 0.23 
0.11 0.07 0.11 0.07 0.13 0.00 0.12 0.11 
0.40 0.35 0.45 0.31・ 0.44 0.30 0.41 0.34 

O.∞o O.∞o O.∞1 O.∞3 0.012 0.009 0.011 0.009 

O.∞6 O.∞6 O.∞4 O.∞4 0.009 0.006 0.001 0.008 

O.∞6 O.∞6 O.∞5 O.∞7 0.020 0.015 0.017 0.011 
1. 19 O. 75 0.91 0.33 3.45 3.22 2.82 O. 79 
1. 89 2.07 2.07 1. 68 1. 91 1.93 2.23 1. 74 
1.1 0.8 0.5 0.2 0.9 O. 7 0.8 0.3 
0.2 0.2 0.0 -0.1 0.5 0.1 0.1 0.1 
0.1 0.8 0.2 。 0.1 0.5 0.4 .0 



付表16-1 プランクトン沈殿量 <cc/m3) 付表 16-2 プランクトン沈殿量('!'/1II3)

月日 採集層 5t 1※ 5t n 5till 5tN 5tV※ 
。~10 19.38 12.23 9.23 14.30 6.92 

Jl 11 !れu荷 に1.1 :::1.. " 日I. 111 公I..IV sl. V 

平成06年 10~20 2.54 3.00 1. 85 l'l!l;，.II.17 ()"..10 O.Ij(i 1.:m 1.:m :2 .m~ O.!li 
4月14日 20~40 2.65 3.46 

40~75 1.38 10、:20 (Uli O.2:! (). ~(i 

0~10 9.69 7.61 8.07 7.38 7.84 
5月18日 10~20 2.54 3.23 2.31 

ヌ0'，，1j0 0.:1:; O.I:!' 

20-40 0.81 2.19 1()~..7口 O.I:! 
40~75 0.26 
0~10 27.69 18.45 23.99 20.76 18.46 九..1;; O'vl0 L，;;.H1 I!L1日 2!i.!n :W.:~O 10.1;; 

6月20日 1O~20 2.77 3.23 5.54 
20~40 4.61 1.04 

10 .)() :1. '1.')_ S.O!i 1.1!， 
40~75 0.53 ヌ(ト引) O.:!;; 1.1;; 
0~10 22.15 13.84 18.45 24.45 17.54 

7月14日 10~20 9.69 4.38 5.31 ~()， .7:; 0.07 

20~40 1.96 0.46 
40~75 0.79 

n.l!i oへ.10 10ぷ1 H.:!O l!i.l:i g.:!O ¥;;. (~!J 

0~10 3.23 3.46 4.84 7.84 7.84 1()~.. ヌ() :.?OH 2.0g O.!'1 
8月17日 10~20 1. 61 1. 61 1.85 

20~40 1. 27 1. 27 20".ljfJ O.!ig O. :~;; 

40~75 0.66 
0~10 4.61 9.00 10.15 8.30 10.61 

1() '7日 O.Oi 

9月19日 1O~20 3.23 1.85 1. 61 7.1i ()"" 10 lH.IJ{i !J.fi!J 10.1日 IO.:lg !J .2:~ 

20~40 0.35 0.58 
40~75 0.33 11トコ() O.!l三 2.:i1 O.!)'>， 

0~10 7.38 14.07 11.30 11. 07 6.92 20へ10 0.12 O.:l;; 
9月26日 10~20 1. 85 2.08 1. 38 

20~40 0.35 0.46 10、'Ti O.I:! 
40~75 0.26 
0~10 24.46 14.30 13.61 13.15 12.46 H.n 0，.10 !l.:n :l. !JL 11. :~ 11.07 口'1.11:;

10月19日 10~20 2.54 3.00 2.08 
20~40 0.81 0.35 

10<W 2.77 :!.OO 11.1!i 

40~75 0.20 :~O九Ij(l 0.2:l 0.1(; 

0~10 8.31 6.46 8.30 10.84 8.77 
10月268 1O ~20 1.15 .10、7;; O.H!i 

20~40 0.58 
40~75 0.07 

!J.1B 0・--10 対.:n n. 2:~ 1:3.:m 1!i.li!J 日.0穴

0~10 4.61 5.31 10.15 10.15 11.08 IO'~:W 2.7i 1.(il :l.()(l 
11月9日 10~20 2.31 

20~40 0.46 20~'lO 1.27 0.:1:; 

40~75 0.26 
0~10 7.84 11.53 11.07 10.84 11.54 

ベO~7;; O.:tl 

11月17日 10~20 3.23 2.08 2.31 
20~40 1. 38 0.92 
40~75 0.53 
0~10 15.23 20.76 21. 45 21. 22 44.76 

12月13日 10~20 5.08 2.54 5.77 
20~40 4.15 5.77 
40~75 1. 05 
0~10 12.46 5.08 2.54 2.77 2.77 

平成07年 10~20 1. 15 1.38 1. 61 
1 J'J 12日 20~40 0.92 2.08 

40~75 1.05 
0~10 0.46 0.69 0.92 5.08 0.92 

3月7日 10~20 0.23 0.23 1.38 
20~40 0.58 1. 15 
40~75 0.26 
0~10 0.92 0.92 1. 15 0.92 1. 85 

3月14日 1O ~20 0.23 0.46 0.46 
20~40 0.92 1. 27 

I 40~75 0.79 
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付表17-1 動物プランクトン計数結果

υort iceJ Ja st. 

Epi5tyJ is 5p. 

D i f f 1 ug i a b i wae 

Synchaeta stνJata 

Polyarthra trigla 

A~;p 1 anchna pr i odonta 

ion札JSca J IJC i f loru5 

Brachio凡15forficuJa 

Brachionω5 anguJaris 

1くerateJJaquadrata 

Keratella cochlearis 

Ke 1 1 i cot t i a I ong i 8ρi r;泊

i 1 i n i a J ong i 5eta 

P 1 oe5orna t ru ncaturn 

Tr ;r， hl"l~内r~丹 st III内十白..."..，，，，，，、"旬、晶】 "J'・U 旬、a

T r i chocerca chat ton i 

-44-



付表17-2 動物プランクトン計数結果

Conochi lus unicornis 

Euchlanis dilatata 

D i a pha nosorna brachyu rum 

Daphnia galとata

8050ffli na longi rostr is 

A 1 ona quadrangu 1 ar I s 

Chνdorus sphaer i cus 

Leptodora k i ndt i I 

i aptornus japon i CU5 

Cyclops vicinus 

!オesoc)!c1 ops 1 eucka rt I 

naupl ius of C')clopidae 

Anisogammarus annandalei 

F
h
U
 

4
 



付表17-3 動物ブランクトン計数結果

Uorticella 3p. 

Epist)!l is 5p. 

Difflugia bi¥-<)ae 

Synchaeta 5t)! J ata 

Pol)!arthra trigla 

Asp 1 anchna pr i odonta 

8rach j onus ca J )!C i f J orus 

8rach i onU5 fa 1 catus 

8rachionus forfic:ula 

8rach i onus angu 1 ar i s 

KerateJla quadrata 

I<erate 11 a coch 1 ear i 5 

Ke J 1 i cott i a J ong i sρina 

i 1 i n i a 1 ong i 5eta 

Ploesoma truncatum 

Tr i0.hr.r、内r0.丹 q十日1円十日，・・..............、'.....~、"'V Jf..... V 咽

Tr i chocerca chaHon i 
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付表17-4 動物プランクトン計数結果

Conochi Jus unicornis 

Euchlanis dilatata 

D i aphanOf;Oma brachyururn 

Daphn i a 9a 1 eata 

Bosom i na I ong i rostr-i s 

AJona quadrangu 1 ar is 

Chydorus sphaer i cus; 

Leptodora k i ndt i i 

i a ptoffluS j a pon i (;US 

Cyclops vici nus 

lops 1 euckart i 

naupl ius of C)Jclopidae 

isogammarus annanda lei 

-47 



付表17-5 動物プランクトン計数結果

Uort iCE!]]a 81). 

Epi3tyl is Sp. 

D i f f 1 ug i a b i IrJae 

Synchaeta st y I ata 

Polνarthra trigla 

Asplanιhna pr i odonta 

8rach i onus ca 1νci floJ"'us 

8rachionu3 falcatus 

Brachionus forf icula 

achionus angularis 

lくeratellaqUeldrata 

Keratella cochlear i5 

|くe1 1 i cott i a 1 ong i 3p i na 

i 1 i n i a 1 ong i seta 

loesoma truncatum 

Tr ichocerca stylata 

fr ichoむercachatton i 

-48-



付表17-6 動物プランクトン計数結果

Conochi lus unicornis 

chlanis d i latata 

D i a pha nO~;Qrf白 brach l，iuru ffI

Daphn i a ga J eata 

B050fh i 1-応 1ι<llgj l'05tr i::; 

向10mqu白drangulari5 

Ch¥，Jdorus sρれaeri cus 

LE:ptodora k i ndt i i 

Eod iaptomu5 japonicu5 

Cνc I OpS v i c i nus 

11030Cl，iC 1 OP;:3 I euck泊rti

naupl iU5 of Cνclopidao 

Ani sogammar'us annanda 1 e 

-49 



付表17-7 動物プランクトン言十数結果

lJorticel1a 3p. 

Epistν1 I2; sp. 

D i ff 1 ug i a b i y.!臼e

SらJl"lchaetastl)lata 

Pol¥)臼t'thratrigla 

~l5p 1 a nchna pr i o(jonta 

8rachior，ω3 calνcifloru3 い

[3rachion1l5 falcatus 

Brachi onus forf i cu 1 a 

Brach j onus a ngu 1 ar i s 

1くeratellaquadrata 

tel1a c(lcr，]earis 

1 J icottia Jω-19 i己pina

Fil inia longiseta 

P 1 oesorna t ru ncatulfI 

Tr !chocerca styJata 

Trichocerca chattoni 

-50-



付表17-8 動物プランクトン計数結果

Conochi lus unicornis 

Euchlanis di latata 

Diaphanosc耳自abraCfll)ururn 

Daphnia galeata 

8050111 i na 1 ong i nY3t r i 5 

lona Guadrangularis 

Ch>Jd心rus5phaer i CU8 

Leptodora k i ndt i i 

Eod iaptofflus japonicus 

Cνclops vicinus 

11E!soc!，.IC 1 ops 1 eUGka rt i 

naupl iU5 of C~Jclopicl討の

Iso9Qrnrfl嗣rusannanda 1 e i 

51 



付表17-9 動物プランクトン言十数結果

υort i ce 1 1 a sp. 

Epistyl is sp. 

Difflugia biωae 

Sνnchaeta 8tνlata 

Po1¥，'arthra trigla 

Asp 1 a nchna pr i odonta 

Brach i onus ca 1 yc i f 1 orU3 

8rachionU5 falcatus 

Brachiorωs forf icu 1a 

ch i onus a ngu 1 a r i s 

Keratella Quadrata 

Kerate11a coch1ear is 

1 ] i cot t i a 1 c>ng i sp i na 

i 1 i nia longiseta 

P 1 oesoma t ru ncaturn 

Tr i choc;er.c臼 3tνJata

r r i chocerca chat ton i 

つ臼
F
h
d
 



付表17-10動物プランクトン計数結果

Conぬchilus unicornis 

Ellchlanis di latata 

Diaphan050ma brachyurum 

Daphnia gal品 ta

8osoffl i na 1 ong i rU5tr i 5 

向lonaquadrangu I ar i s 

Chydorus sphaericus 

Leptodora k i ndt i i 

Eod i a ptornus j a ~)On i CUS 

cνcloρs vic.:jnus 

Mesocνclops leuckart i 

naupl ius of Cyclopidae 

Anisogarnmarus annandalei 

q
u
 



付表18-1 河川|の水量・水質調査結果

安曇川市流

月時刻日
9. 17 9. 28 9. 30 10. 13 
09:45 10:59 10:16 10:35 

天候 昼り 小雨 曇り

雲量 10 10 10 
風向 hfz子

w S E 

透水視温度
19. 7

0 

( 18. 1
0 

C 21. rc 

回112
B 日IJ

B 
1}<.員(t/S) 1.7 」ー15.旦

備考

8.00 pJl 7.05 6. 88 
伊 F 早 畠 司 』喧---抽 ー- ~ . -ーー・・-- 岨晶 画・ ------ーー ー・・四--ー唱・・・ー

EC 62 77 46 69 
ーー---骨伺，・・-- ー 圃 ー ー - - - - - - ー----ーー・曲・ 4・

SS 22. 0 1.2 490.0 
ーーーー・ー---曹司陣'ーーーー，ー・ーー ' ー ー ー 『 ー ー ー - -

Cl 4. 79 5. 30 4.30 5. 00 
_.・-ーー・昌司ーー ----・--ーーー ー ー ー ー ーーーーー-

NH4-N O. 09 O. 83 O. 03 0.01 
帽ー-ーーーー-ーー 』ーーーーーー--ー

N02-N O. 005 O. 05 0.001 0.00 
N03-N O. 59 O. 17 O. 52 O. 18 

唾.-ーーーー色ーーー

()IN O. 69 1. 05 O. 51 O. 19 
値・--ーー---- 骨ーーー----曲ー

Or-N O. 07 O. 20 O. 88 0.03 
- - - - - - - _ . ・ ー ーーーーー・ー・ー・ー

T-N O. 76 1. 25 1. 42 O. 22 
ーーー・. ------ ーーーー明司----・ 4 ・.-・ ・ - - ー ー ー

1'01-1' O. 023 O. 180 O. 009 0.013 
ー世'曲目』ーーーーー

Or-P O. 023 O. 053 O. 428 O. 005 
ー ー - - - - . ・ - ー ー

T-P O. 046 O. 233 0.137 0.018 
ーー・・ーー，樹岨ー ー ー ー - ー ー 『 ー 働 蝿 ーーーーー櫓晶岨・ーーー

Si02 7. 78 6. 60 7. 26 8. 11 
ー噌F ・，ー-ー・・ー ー・ーーーーーーーー

COD 2. 97 2. 11 10.99 O. 92 
-----ー咽 F 蜘F 圃， 由争骨喝幽唱幽・・ーーーー・，

BOD O. 410 2. 468 O. 570 O. 320 

付表18-3 河川の水量・水質調査結果

姉川

月日 9. 17 9.28 
192.:310 5 

10. 13 
時刻 雨11 : 40 11:11 13:40 
天候 小雨 曇り 哨~t
雲量 10 10 10 5 

水風向温
19. 6' C 

ENE 
18. 9' C 19.8

0 

C 22.8'C 
透視度 30 2. 0 B 
水量(t/S)匡孟判定 3.3 写真判定 20. 0 

備考 陸隣卵死後Tユ
多い

ー_pHーー 7. 57 7.45 8. 32 8. 19 
EC 89 86 88 135 

ー ーー』ーー-ー-.・

SS 22. 0 O. 9 550. 0 O. 9 
4 ・ h ・ー司砕由--ーー

Cl 4. 72 7. 73 3. 17 5. 50 
ーー-.・ーーーー・・ー ---ーーーーーーー

NII1-N O. 03 O. 08 O. 03 O. 02 
- -----・ M・・

N02-N O. 008 O. 00 O. 003 O. 00 
N03-N 0.91 O. 26 O. 95 O. 50 
DIN O. 95 O. 31 O. 98 O. 52 

ーーーーー・櫓ー--

Or-N O. 20 0.0] 1. 23 O. 04 
----------
T-.N 1. 15 O. 35 2. 21 O. 56 

『ー ・ 古宇

P01 0.011 0.021 0.031 0.015 
-ーーーーー，・ー e・ーー・事ー----ー

Or-P O. 069 O. 006 O. 604 O. 007 
ー司ーーーー--・F

T-P O. 110 O. 027 O. 636 O. 022 
ーーー，ー---- -_.・ーーー-.骨骨ー

Si02 8. 40 7. 39 7. 84 9. 03 
ーー--司巴晶---・ ーーーー『ー---・ ー----ーーーー『ー

COD 5. 14 1. 91 15.00 1. 24 
ー-ーーーー--- ー 』 ー ・ . ー ーーーーー

BOD O. 84 0.61 1. 10 O. 23 

A
吐

F
h
u
 

付表18-2 河川の水量・水質調査結果

安曇川北流

月日 9. 17 9. 28 9. 30 10. 13 
時刻 10: 15 11:20 10:55 11:00 
天候 雨 雨 曇り 晴れ

雲量 10 10 9 5 
風向 E 官

水温 22・c 18.9・c
透視度 40 2. 2 
比重(tlS)得真判定 写真判定

備考 国n7j(無し 随水無し

‘
 

.•.•.•. 

a

-

-

b

&

・-

-

-

a

，
.
，

E

'

a

'

E

'

a

・

nJhF
・円，，・
nHU-

司，E
-
nノ
LE'nJu--nHU-nuu-
内

4U鳴
門

4U-nHυ'nxu-

可，
.. 内

《

υ
-
-
a
A
-
n
u
d

n叫
υ・
』

a
f
-
-
n
4
U
-
n
H
V，
nuv-an--F「
u-nkv-
何
処

U
二
n
u
y
n
4
U
-
a
A
1・
pnu-an--an-

・一一
n
u
J

・一・一
n
U
一
・
一
・
一
・
一
・
瓦
U

瓦U
一n
U
一・一・一

pnv
一
瓦
4
U
γ
q
一nHU
一・一
nυ

示υ
H
u
-
-
~

・一・一・示。一
n
v
一nυ

ι

ι

r司
Ui

・

i
n
H
V
-
-
-
-
-
n
H
v
'
n
H
U
-
A
H
V
-
.

，EAι

E
g
i
r
l
B
E
T
E
s
i
-
-
E
&
Z
E
E
l
-
B
i
l
l
i
-
-
ι
E
B
E
l
t
i
l
l
i
t
-
-
f
i
l
I
l
i
-
-
E
T
o
l
 

aaEa&EEE--'''BB&'BEE-'EEEEゐ
EEEEE?EBEa--'BBaEEEEE'EEE
・&ESSE''aEEEι
・-EEE'BBEE&EEEEE?ZESE

a
-
3一
0
0一4
一5
一6
・-一

4
J
3一8
一O
一8

j一7
j

n4U
・n
h
u
-
-
・円，
.. nuv
・nHU
・F「
u
・nhu
・nHV
・nhv
・'E-tan--F「
ua

円，，
-nxu-aA1

・一一
n
o
一・一・一
n
U
一
・
一
・
一
・
一
・
瓦
U

瓦U
瓦U
一
・
一
・
一
・

司t
一一
'
i
一a
q
一n
U
一
-
H
U
H
U
一n
u
一n
U
一
・
一
・
一
二
7
・H
L
H
U

，
 

.

.

.

 

-
n
u
v
-
-
-
-
-
n
H
U
-
n
H
V
-
n
H
V
-
-
'
 

ZEES且
r
B
E
B
E
E
-
-
l
?
B
I
S
E
r
-
-
T
I
B
-
-
a
1
i
f
-
-
E
E
r
i
-
-
f
l
i
r
-
-
r
a
E
l
f
-
-
T
E
R
E
a
f
-
-
f
I
I

-

-

.

，

M
内
-
M
内，

U
N
-
-
-
-
n
r
噂
司
・
・
・

一
.
ι

ー一一-一-一日間一
M

同一
M

同一-一
hHr
一huz
一q
乙一
n
U
J
h
U

H
一c
k
b
γ
1
一4
一2
一3
一l
二
二
一

4
二
一
二

O
ト

O
一O

P
E
-
s
-
c
-
H
・0
・0
・D国

r
-
T
・0
-
r
-
T
:
1
-
C
-
B

一
一
一
一
M
n
一MN
一N
H
一一
nv
一一
n
t
n
v
一一
Q
U
一一

付表18-4 河川の水量・水質調査結果

天1)11

月日 9. 17 9. 28 9. 30 10. 13 
時刻 12: 15 14:40 12:41 14: 15 
天候 雨 雨 曇り 曇り

雲量 10 10 10 8 
風向 N S NWN 
水温 20. 8・c 19.7・c 20.6

0

C 22. 9・c
透視度 50 ( 7. 5 B 

水量(t/S)写真判定 1.8 写真判定 21. 0 
備考 やや泡立 アユの影

r.Pない
__p!L 7. 66 7. 94 7. 68 8. 65 
EC 215 175 160 220 

ーーーーーーーーーー

SS 9. 3 2. 7 100.。1. 1 
ーーーーーー_.崎ーー

Cl 14.77 14.82 7. 20 11. 95 
--岨帽』幽.-ーーーー

NII4-N O. 04 O. 11 O. 04 O. 02 
N02-N 0.018 O. 02 O. 008 0.01 

_.・--・ー・ー由ー

N03-N 0.90 O. 30 1. 70 O. 78 
DIN O. 96 0.43 1. 75 0.81 

ー・--骨骨.帽・ーー

Or-N O. 36 O. 17 O. 42 O. 10 
ーーーーーー・ー--

T-N 1. 32 O. 60 2. 17 0.91 
-ーー・トーー-----

P04-P O. 072 0.041 0.042 0.015 
--ー甲・ーーー--

Or-P O. 080 0.016 O. 189 0.013 
ー』ー骨骨量_.酔ー.-

T-P O. 152 O. 056 0.231 O. 028 
'ーーーーーーーーー

Si02 10.54 6. 07 8. 18 7. 36 
ーーーーーー-ーーー

CO() 7. 6 2. 3 6. 5 1.7 
ー司・ー・ーーーー・.

BOD 2.2 O. 9 1.4 O. 8 



付表18-5 河川の水量・水質調査結果 付表18-6 河川の水量・水質調査結果

f子}II 犬上川

時月刻日
9. 17 15 9.28 9. 30 10. 13 
12:40 :00 13:00 品空天候 雨 雨 曇り

雲.蹟. 10 10 10 9 

月日 9. 17 9. 28 9.30 

日時時刻 01 :00 15: 15 13: 15 
天候 雨 雨 曇り
雲量 10 10 10 

y風k混向
NW 同方!了19.4・c 20. 5・c17.2・c

風向

水温 20.4・c 19.9・c 19.7・c 22.8・c
透視皮

写真50判〈定
2. 5 B 

水島lCt/S)
性了ユ多O.い6 

写真判定 12.0 
備考

透視度 18 2.0 B 
水量Ct/S)時真判定 0.6 惇真判定 7. 7 
備考 生11

--P!し--- 7. 77 7.74 7. 98 8.42 __p!t・- 7.62 7.34 8. 16 8.62 
EC 200 255 170 210 

ー司.曹ーー蝿ーーーー EC 190 320 120 240 
ーーーーーーー・・ー・・ss 7. 8 1. 1 350. 0 1.3 

-ーーーーーー同ー. ss 33.0 O. 7 530.0 1.4 
ーーーー---申唖ー

Cl 7. 65 21.54 4.33 7.49 
ー・ー---・・---

Cl 10.07 26.33 4.40 14.99 
NII4-N O. 04 0.05 0.01 0.02 NII4-N 0.09 0.07 0.01 0.01 
N02-N 0.018 0.01 0.002 0.00 

ーーー・ーー--圃.
N02-N 0.017 0.01 0.005 0.00 

N03-N O. 90 O. 46 ). 12 O. 75 N03-N 0.09 0.56 0.93 O. 74 
DIN O. 96 O. 52 1. 13 O. 77 

--・・ー用品・ーーー. DIN O. 20 0.63 0.94 O. 75 
ーーー岨唱司・ーーー

Or-N O. 12 O. 10 0.51 0.02 
ーーー---ーー・幽

Or-N O. 22 0.08 O. 84 0.09 -幽唱骨骨骨司直ーーー

T-N 1. 08 0.62 1. 64 O. 79 
ー・・ー'ー・ーー--

T-N O. 42 0.71 1. 78 0.84 
ーーーーーー・・骨骨骨

i司J4-P 0.043 O. 037 0.021 0.023 
ーー・骨・・・ー---

I司)4-P 0.035 0.037 0.018 0.014 
Or四 p 0.049 0.013 O. 726 0.009 

ーーー事司・・・・ーー.
Or-P O. 117 0.008 0.575 0.011 

ー・・ー・・_.・ーーーー

T-P 0.092 O. 050 0.747 0.032 
.声向岨ー--・曙--

T-P O. 152 0.045 0.592 0.025 
-・ー昌司ーーーーーー

Si02 9. 78 5. 75 5. 96 6. 84 Si02 7. 73 6.63 7.22 7.22 
COD 3.61 2.09 6. 90 1. 06 

.園田申ー・・ーーー. COD 5.50 1. 28 9.71 1. 99 
--ー・唱・ー曲ー圃ー

BOD 1. 01 O. 72 O. 56 0.51 BOD 1. 05 0.46 O. 79 O. 74 

55-
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